
生産性新聞生産性新聞

第

�

回

働

く

人

の

意

識

調

査

西

日

本

生

産

性

会

議

２

０

２

５

世

相

お

ち

こ

ち

生

産

性

改

革

⑥

詳

報

ｔｈ

Ｊ

Ｐ

Ｃ

�

ク

ロ

ニ

ク

ル

⑬

／

ミ

ラ

イ

を

変

え

る

革

新

力

⑬

　

生

産

性

を

巡

る

最

前

線

の

改

革

や

今

後

の

展

望

な

ど

を

探

る

連

載

「

生

産

性

改

革

　

Ｎ

ｅ

ｘ

ｔ

　

Ｓ

ｔ

ａ

ｇ

ｅ

」

で

は

、

「

製

造

業

の

生

産

性

改

革

」

を

テ

ー

マ

に

、

産

業

技

術

総

合

研

究

所

理

事

長

兼

最

高

執

行

責

任

者

の

石

村

和

彦

氏

と

、

自

動

車

総

連

（

全

日

本

自

動

車

産

業

労

働

組

合

総

連

合

会

）

会

長

の

金

子

晃

浩

氏

が

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

応

じ

た

。

日

本

の

強

み

と

さ

れ

る

製

造

業

の

生

産

性

向

上

の

方

策

に

つ

い

て

見

解

を

述

べ

た

。

（

２

面

に

詳

報

）

１２０

１１０

１００

９０

８０

１ ２ ３ ４１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４１ ２ ３ ４ １ ２

�� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

四半期

　　年

　製造業の労働生産性は、２０

２０年のコロナ禍による大幅な

落ち込みから早い段階で回復

したものの、いまだコロナ前

水準を回復するには至ってい

ません。ただ、足もとの推移

を概観すると２０２４年初めに底

打ちしてから回復が続いてい

ます。生産性の推移は、業種

によっても違いがあります

が、業務用機械や生産用機械、

汎用機械といった機械関連業

種や化学などの業種で生産性

向上が進んでいることが影響

しています。

　一方、製造業の賃金（現金

給与総額）は２０２１年後半あた

りから上昇が続いています。

２０２２年から２０２４年はじめにか

けては労働生産性が低下する

中で賃金が上昇する状況にあ

りましたが、足もとをみると

両指標ともに上昇基調にあり

ます。とはいえ、賃金の上昇

幅が労働生産性の上昇幅を上

回る形で推移しています。

　

製

造

業

の

労

働

生

産

性

は

、

コ

ロ

ナ

禍

の

影

響

に

よ

っ

て

急

激

に

落

ち

込

ん

だ

２

０

２

０

年

第

２

四

半

期

か

ら

は

Ｖ

字

回

復

し

た

も

の

の

、

そ

の

後

停

滞

が

続

い

て

い

る

。

賃

金

は

、

労

働

生

産

性

と

歩

調

を

合

わ

せ

る

形

で

推

移

し

て

お

り

、

足

も

と

の

上

昇

幅

は

生

産

性

を

上

回

っ

て

い

る

。

　

石

村

氏

は

「

世

界

時

価

総

額

ラ

ン

キ

ン

グ

で

、

平

成

に

は

ト

ッ

プ

�

に

軒

並

み

名

を

連

ね

て

い

た

日

本

企

業

だ

が

、

今

は

ト

ッ

プ

�

に

も

入

っ

て

い

な

い

。

製

造

業

の

労

働

生

産

性

が

伸

び

悩

ん

で

お

り

、

国

際

競

争

力

の

低

迷

は

深

刻

だ

」

と

現

状

に

危

機

感

を

示

し

た

。

　

そ

の

う

え

で

「

投

入

し

た

生

産

要

素

を

示

す

分

母

と

、

生

み

出

さ

れ

る

価

値

を

示

す

分

子

の

２

方

面

で

生

産

性

改

革

を

進

め

て

い

く

こ

と

が

、

日

本

の

製

造

業

を

復

活

さ

せ

る

た

め

に

必

要

に

な

る

」

と

指

摘

し

、

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

推

進

や

、

生

産

現

場

の

ノ

ウ

ハ

ウ

を

デ

ー

タ

化

し

て

、

Ａ

Ｉ

・

ロ

ボ

ッ

ト

に

よ

る

自

動

化

を

進

め

る

こ

と

な

ど

を

提

言

し

た

。

　

一

方

、

金

子

氏

は

「

欧

米

の

労

働

組

合

で

は

Ａ

Ｉ

と

人

間

が

対

立

軸

で

捉

え

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

が

、

人

口

減

少

が

進

む

日

本

は

そ

れ

に

当

て

は

ま

ら

な

い

。

機

械

に

で

き

る

こ

と

は

機

械

に

任

せ

、

人

間

に

し

か

で

き

な

い

こ

と

を

人

間

が

や

る

と

い

う

マ

ッ

チ

ン

グ

が

で

き

れ

ば

、

人

が

活

躍

で

き

る

場

所

は

必

ず

あ

り

、

そ

れ

が

日

本

の

強

み

に

な

る

」

と

指

摘

し

た

。

　

中

国

の

台

頭

な

ど

グ

ロ

ー

バ

ル

競

争

の

激

化

や

ト

ラ

ン

プ

政

権

の

関

税

政

策

の

影

響

に

よ

り

、

日

本

の

製

造

業

が

苦

境

に

陥

る

懸

念

も

あ

る

。

金

子

氏

は

「

業

績

悪

化

の

解

決

策

と

し

て

、

雇

用

の

削

減

だ

け

が

選

択

肢

に

な

る

こ

と

に

は

強

く

反

対

す

る

。

雇

用

の

維

持

・

拡

大

を

前

提

に

、

労

働

界

は

日

々

の

生

産

性

の

向

上

に

貢

献

し

、

生

み

出

さ

れ

た

付

加

価

値

は

公

正

な

分

配

を

す

る

と

い

う

生

産

性

運

動

三

原

則

の

実

践

が

今

こ

そ

大

事

だ

」

と

述

べ

た

。

　

日

本

生

産

性

本

部

に

事

務

局

を

置

く

経

営

品

質

協

議

会

は

７

月

�

日

、

２

０

２

５

年

度

の

第

１

回

幹

事

会

を

都

内

で

開

催

し

た

（

＝

写

真

）

。

　

冒

頭

、

経

営

品

質

協

議

会

代

表

の

泉

谷

直

木

・

ア

サ

ヒ

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

特

別

顧

問

が

あ

い

さ

つ

し

た

。

泉

谷

氏

は

「

経

営

品

質

協

議

会

は

来

年

、

設

立

か

ら

�

年

を

迎

え

る

。

こ

の

�

年

の

節

目

に

ど

う

い

う

活

動

を

し

て

い

く

か

も

含

め

て

今

後

検

討

し

て

い

き

た

い

」

と

述

べ

た

。

　

続

い

て

、

同

協

議

会

幹

事

の

足

立

正

親

・

キ

ヤ

ノ

ン

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

ジ

ャ

パ

ン

代

表

取

締

役

社

長

か

ら

「

『

未

来

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

企

業

』

と

し

て

の

パ

ー

パ

ス

制

定

」

と

題

し

た

講

話

が

行

わ

れ

た

。

足

立

氏

は

キ

ヤ

ノ

ン

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

ジ

ャ

パ

ン

の

パ

ー

パ

ス

「

想

い

と

技

術

を

つ

な

ぎ

、

想

像

を

超

え

る

未

来

を

切

り

拓

く

」

の

制

定

プ

ロ

セ

ス

や

浸

透

に

向

け

た

取

り

組

み

に

つ

い

て

説

明

。

今

後

の

取

り

組

み

と

し

て

、

「

社

内

外

の

共

感

を

高

め

て

い

く

た

め

に

、

社

内

の

パ

ー

パ

ス

体

現

者

を

増

や

し

て

い

く

と

と

も

に

、

外

部

の

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

と

の

共

創

の

取

り

組

み

も

加

速

し

て

い

き

た

い

」

と

述

べ

た

。

　

そ

の

後

、

２

０

２

４

年

度

事

業

活

動

に

つ

い

て

報

告

が

あ

っ

た

。

２

０

２

４

年

度

は

、

第

四

次

中

期

事

業

計

画

（

２

０

２

４

～

２

０

２

６

年

度

）

の

初

年

度

で

あ

り

、

第

三

者

評

価

事

業

と

し

て

、

日

本

経

営

品

質

賞

や

経

営

デ

ザ

イ

ン

認

証

の

申

請

状

況

な

ど

に

つ

い

て

事

務

局

か

ら

説

明

が

あ

っ

た

。

　

最

後

に

、

２

０

２

５

年

度

の

事

業

活

動

計

画

と

し

て

、

経

営

品

質

協

議

会

創

設

�

年

を

記

念

す

る

企

画

の

実

施

な

ど

が

審

議

さ

れ

、

承

認

さ

れ

た

。
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（かねこ・あきひろ）１９９２年、トヨタ自動車入社。全トヨタ労連事務局

長等を経て、２０２１年に現職。同年から日本生産性本部理事。

（いしむら・かずひこ）１９７９年、旭硝子（現ＡＧＣ）入社。同社代表取

締役社長等を歴任し、２０２０年に現職。�年から日本生産性本部理事。

■

他

社

が

真

似

で

き

な

い

製

品

を

　

付

加

価

値

を

高

め

る

に

は

、

開

発

す

る

の

が

難

し

く

、

他

社

に

真

似

さ

れ

に

く

い

も

の

を

作

る

こ

と

が

最

大

の

ポ

イ

ン

ト

だ

。

モ

ノ

を

見

て

、

分

解

し

て

、

分

析

し

た

ら

、

ど

う

作

っ

た

の

か

が

分

か

る

モ

ノ

づ

く

り

は

、

真

似

さ

れ

や

す

い

。

　

例

え

ば

、

村

田

製

作

所

が

作

っ

て

い

る

Ｍ

Ｌ

Ｃ

Ｃ

（

積

層

セ

ラ

ミ

ッ

ク

コ

ン

デ

ン

サ

）

は

、

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

や

ノ

ー

ト

パ

ソ

コ

ン

や

タ

ブ

レ

ッ

ト

端

末

に

多

く

使

わ

れ

て

い

る

。

小

さ

い

チ

ッ

プ

を

電

子

顕

微

鏡

で

見

る

と

、

誘

電

体

層

と

内

部

電

極

が

ミ

ル

フ

ィ

ー

ユ

の

よ

う

に

美

し

く

多

層

積

層

さ

れ

た

構

造

で

、

ど

う

や

っ

て

作

っ

て

い

る

の

か

分

か

ら

な

い

。

　

生

産

設

備

を

自

社

で

設

計

し

、

生

産

プ

ロ

セ

ス

も

自

社

で

開

発

し

て

い

る

の

で

、

完

全

な

ブ

ラ

ッ

ク

ボ

ッ

ク

ス

に

な

っ

て

い

る

。

競

合

品

は

あ

る

が

、

同

じ

よ

う

に

作

る

こ

と

は

難

し

い

。

こ

れ

が

、

世

の

中

に

必

要

不

可

欠

な

モ

ノ

で

あ

れ

ば

、

必

ず

付

加

価

値

は

高

く

な

る

。

■

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

課

題　

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

起

こ

す

よ

う

な

研

究

開

発

を

や

っ

て

い

か

な

い

と

、

本

当

の

意

味

で

高

い

付

加

価

値

を

取

っ

て

い

く

こ

と

は

難

し

い

。

自

社

で

リ

ス

ク

を

取

っ

て

研

究

開

発

投

資

を

進

め

て

い

く

こ

と

は

重

要

だ

が

、

企

業

が

研

究

機

関

と

共

創

し

、

高

い

付

加

価

値

を

生

み

出

す

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

と

い

う

手

段

も

あ

る

。

　

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

は

ス

ピ

ー

デ

ィ

な

開

発

が

可

能

で

、

強

い

企

業

同

士

が

コ

ラ

ボ

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

ま

っ

た

く

新

し

い

技

術

を

生

み

出

し

や

す

く

な

る

が

、

日

本

で

は

あ

ま

り

成

果

が

出

て

い

な

い

。

そ

の

理

由

の

一

つ

が

、

企

業

に

根

強

く

残

る

「

自

前

主

義

」

の

影

響

だ

。

　

２

０

２

２

年

の

デ

ー

タ

で

は

、

日

本

の

民

間

企

業

の

研

究

開

発

費

は

�

兆

円

あ

る

が

、

大

学

な

ど

の

公

的

な

研

究

機

関

と

コ

ラ

ボ

レ

ー

シ

ョ

ン

し

た

金

額

は

０

・

７

％

の

１

０

０

０

億

円

程

度

。

件

数

は

多

い

が

小

粒

な

も

の

ば

か

り

だ

。

大

企

業

の

課

長

ク

ラ

ス

の

裁

量

で

大

学

な

ど

に

依

頼

で

き

る

範

囲

で

研

究

す

る

こ

と

が

影

響

し

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

自

社

の

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

を

変

え

る

く

ら

い

の

研

究

に

思

い

切

っ

て

投

資

す

る

に

は

、

ト

ッ

プ

が

方

向

を

示

し

、

決

断

す

る

必

要

が

あ

る

。

　

米

国

や

中

国

、

ド

イ

ツ

な

ど

諸

外

国

で

は

、

国

が

戦

略

分

野

を

定

め

、

多

く

の

企

業

が

重

点

分

野

へ

の

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

積

極

的

に

参

加

し

て

い

る

。

日

本

で

も

、

政

府

が

戦

略

分

野

を

示

す

こ

と

に

よ

っ

て

、

企

業

に

重

点

分

野

へ

の

積

極

的

な

投

資

を

促

す

べ

き

だ

ろ

う

。

■

省

力

化

・

省

人

化

で

分

母

改

善

　

生

産

性

向

上

に

は

分

子

の

話

ば

か

り

で

は

な

く

、

分

母

も

極

め

て

重

要

に

な

る

。

分

子

の

付

加

価

値

を

高

め

る

に

は

時

間

が

か

か

る

が

、

分

母

を

限

り

な

く

小

さ

く

し

て

い

く

取

り

組

み

は

、

日

本

企

業

の

得

意

分

野

で

も

あ

る

。

分

母

側

に

投

入

す

る

「

人

」

に

関

し

て

は

、

少

子

高

齢

化

に

伴

う

労

働

力

人

口

の

減

少

に

直

面

し

て

い

る

。

社

会

課

題

の

解

決

の

た

め

に

も

、

省

力

化

・

省

人

化

に

向

け

て

、

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

手

段

を

使

っ

て

取

り

組

む

必

要

が

あ

る

。

　

有

効

な

手

段

と

し

て

は

、

真

っ

先

に

ロ

ボ

ッ

ト

・

Ａ

Ｉ

の

活

用

が

考

え

ら

れ

る

。

汎

用

デ

ー

タ

を

使

う

Ａ

Ｉ

の

分

野

で

は

、

日

本

は

先

行

さ

れ

て

し

ま

っ

た

が

、

生

産

現

場

や

サ

ー

ビ

ス

現

場

に

あ

る

デ

ー

タ

を

Ａ

Ｉ

に

活

用

し

、

生

産

性

を

高

め

る

分

野

で

は

、

日

本

の

強

み

を

発

揮

で

き

る

だ

ろ

う

。

　

生

産

現

場

や

サ

ー

ビ

ス

現

場

に

は

貴

重

な

デ

ー

タ

が

た

く

さ

ん

あ

る

。

今

は

デ

ー

タ

の

形

に

な

っ

て

い

な

い

の

で

、

人

の

熟

練

に

頼

る

し

か

な

い

が

、

こ

れ

ら

を

デ

ー

タ

化

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

Ａ

Ｉ

・

ロ

ボ

ッ

ト

の

動

作

を

飛

躍

的

に

向

上

さ

せ

、

生

産

性

向

上

に

結

び

付

け

る

こ

と

が

可

能

に

な

る

。

　

生

産

性

の

分

母

側

を

改

善

す

る

省

力

化

・

省

人

化

は

、

社

会

課

題

を

解

決

す

る

と

同

時

に

、

産

業

競

争

力

を

強

化

す

る

こ

と

に

も

つ

な

が

る

。

日

本

全

体

の

戦

略

と

し

て

考

え

る

べ

き

で

あ

り

、

現

場

に

関

す

る

デ

ー

タ

を

集

約

す

る

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

を

構

築

し

、

資

本

を

投

入

す

る

こ

と

が

重

要

だ

ろ

う

。

■

賃

金

上

昇

に

よ

る

生

産

性

向

上

を

　

百

年

に

一

度

の

大

変

革

期

に

あ

る

自

動

車

産

業

だ

け

で

は

な

く

、

製

造

業

全

般

が

事

業

変

革

期

に

直

面

し

て

お

り

、

産

業

の

在

り

方

が

問

わ

れ

る

時

代

に

な

っ

て

い

る

。

グ

ロ

ー

バ

ル

な

競

争

が

続

く

中

で

中

国

の

台

頭

と

い

う

直

接

的

な

脅

威

に

加

え

、

足

も

と

で

は

ト

ラ

ン

プ

関

税

政

策

な

ど

の

通

商

問

題

が

、

日

本

の

製

造

業

の

生

き

る

術

を

ど

う

す

る

の

か

と

い

う

大

命

題

を

突

き

付

け

て

い

る

。

　

若

者

た

ち

に

、

製

造

業

と

い

う

ジ

ャ

ン

ル

に

対

す

る

距

離

感

が

出

て

し

ま

っ

て

い

る

。

人

口

減

少

に

伴

う

労

働

力

人

口

の

減

少

が

進

む

中

、

足

も

と

の

人

手

不

足

に

限

ら

ず

、

中

長

期

的

な

人

材

確

保

を

見

据

え

た

対

応

は

喫

緊

の

課

題

だ

。

　

現

場

感

覚

で

は

考

え

ら

れ

な

い

が

、

名

目

の

生

産

性

が

�

年

に

わ

た

り

横

ば

い

で

、

他

国

に

比

べ

て

伸

び

悩

ん

で

い

る

。

ほ

ぼ

同

時

期

の

�

年

間

、

賃

金

も

上

が

っ

て

い

な

か

っ

た

。

　

賃

金

の

上

昇

は

働

く

者

の

や

り

が

い

に

効

果

が

あ

る

だ

け

で

な

く

、

生

産

性

向

上

や

Ｇ

Ｄ

Ｐ

の

拡

大

に

も

寄

与

す

る

。

自

動

車

総

連

で

は

�

年

春

季

生

活

闘

争

で

１

万

２

８

８

６

円

の

ベ

ア

を

獲

得

し

、

賃

上

げ

率

は

４

・

�

％

で

、

物

価

上

昇

を

上

回

る

賃

上

げ

を

実

現

し

て

い

る

。

　

ま

た

、

若

者

に

対

し

、

産

業

の

魅

力

を

下

げ

る

こ

と

の

な

い

よ

う

に

、

休

日

日

数

の

引

き

上

げ

な

ど

労

働

条

件

の

改

善

に

も

取

り

組

ん

で

い

る

。

■

技

術

と

人

の

補

完

関

係

構

築

を

　

製

造

業

の

生

産

性

が

低

迷

し

て

い

る

最

大

の

原

因

は

、

人

へ

の

投

資

が

少

な

い

こ

と

だ

。

リ

ス

キ

リ

ン

グ

や

Ｏ

Ｊ

Ｔ

、

Ｏ

Ｆ

Ｆ

―

Ｊ

Ｔ

を

充

実

さ

せ

る

こ

と

や

生

産

性

が

高

い

設

備

の

導

入

を

進

め

る

こ

と

で

、

労

働

時

間

の

短

縮

化

を

進

め

る

べ

き

だ

ろ

う

。

　

労

働

力

人

口

が

減

少

す

る

日

本

で

は

、

多

様

な

働

き

手

を

労

働

市

場

に

迎

え

入

れ

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

女

性

や

高

齢

者

が

働

き

や

す

い

環

境

の

整

備

や

、

外

国

人

と

も

良

好

な

共

生

社

会

を

築

く

な

ど

、

あ

ら

ゆ

る

手

段

を

講

じ

る

必

要

が

あ

る

。

設

備

の

自

動

化

も

そ

の

一

つ

で

あ

り

、

Ａ

Ｉ

や

Ｄ

Ｘ

な

ど

の

新

し

い

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

と

も

補

完

関

係

を

築

い

て

、

他

国

と

の

競

争

力

を

高

め

て

い

く

こ

と

が

大

事

だ

。

　

欧

米

の

労

働

組

合

で

は

Ａ

Ｉ

と

人

間

が

対

立

軸

で

捉

え

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

が

、

日

本

の

労

組

は

そ

の

考

え

か

ら

は

、

距

離

を

置

い

て

い

る

。

と

は

い

え

、

働

く

人

た

ち

を

数

合

わ

せ

で

考

え

る

こ

と

に

は

反

対

の

立

場

で

あ

り

、

Ａ

Ｉ

・

ロ

ボ

ッ

ト

を

取

り

入

れ

た

う

え

で

、

仕

事

と

人

の

適

正

な

マ

ッ

チ

ン

グ

が

必

要

だ

と

考

え

て

い

る

。

　

例

え

ば

、

溶

接

の

技

を

磨

い

て

き

た

人

が

突

然

、

「

旋

盤

を

や

っ

て

く

れ

」

と

言

わ

れ

て

も

無

理

だ

。

も

し

、

仕

事

の

内

容

が

変

わ

る

な

ら

ば

、

リ

ス

キ

リ

ン

グ

が

欠

か

せ

な

い

。

リ

ス

キ

リ

ン

グ

は

転

職

の

た

め

の

ツ

ー

ル

で

は

な

く

、

企

業

内

で

の

異

動

や

配

置

転

換

を

可

能

に

す

る

新

た

な

ス

キ

ル

を

取

得

す

る

機

会

で

あ

る

と

考

え

る

。

　

「

企

業

力

を

高

め

る

」

こ

と

を

目

指

し

て

、

企

業

側

は

人

的

投

資

を

増

や

し

、

組

合

員

側

も

問

題

意

識

を

高

く

持

ち

、

自

ら

の

腕

を

上

げ

る

こ

と

が

大

事

だ

。

機

械

に

で

き

る

こ

と

は

機

械

に

任

せ

て

、

人

間

に

し

か

で

き

な

い

こ

と

を

人

間

が

や

る

と

い

う

適

正

な

マ

ッ

チ

ン

グ

が

で

き

れ

ば

、

人

が

活

躍

で

き

る

場

所

は

必

ず

あ

る

。

■

日

本

的

経

営

の

強

み

生

か

す

　

雇

用

の

問

題

は

、

景

気

循

環

の

中

で

過

去

に

も

起

こ

っ

て

い

る

が

、

今

後

も

、

「

公

正

な

移

行

」

と

い

う

考

え

方

を

訴

え

て

い

る

。

生

産

性

運

動

三

原

則

に

あ

る

よ

う

に

、

「

雇

用

の

維

持

・

拡

大

」

を

前

提

に

、

働

く

者

が

生

産

性

向

上

に

貢

献

し

、

そ

の

結

果

生

み

出

さ

れ

た

付

加

価

値

は

公

正

に

分

配

す

る

。

業

績

が

悪

化

し

た

時

に

、

雇

用

問

題

だ

け

が

解

決

策

に

な

る

と

い

う

こ

と

に

対

し

て

は

、

強

く

否

定

す

る

。

　

日

本

で

は

労

使

は

普

段

か

ら

た

ゆ

ま

ぬ

努

力

や

話

し

合

い

に

よ

っ

て

知

恵

や

工

夫

を

出

し

合

う

。

終

身

雇

用

や

年

功

序

列

な

ど

日

本

的

な

経

営

を

「

悪

し

き

慣

行

」

と

指

摘

す

る

声

も

あ

る

が

、

こ

れ

ま

で

築

き

上

げ

て

き

た

良

好

な

労

使

関

係

は

、

海

外

に

は

な

い

日

本

企

業

の

強

み

で

も

あ

る

。

人

口

が

�

倍

の

中

国

に

伍

し

て

い

く

に

は

、

日

本

独

自

の

モ

ノ

づ

く

り

の

発

想

力

や

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

労

使

関

係

と

い

う

日

本

の

強

み

を

ど

う

生

か

す

か

が

問

わ

れ

て

い

る

。
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日

本

生

産

性

本

部

は

８

月

１

日

、

２

０

２

５

年

３

月

末

決

算

の

東

証

プ

ラ

イ

ム

上

場

企

業

の

「

有

価

証

券

報

告

書

に

お

け

る

人

的

資

本

開

示

状

況

」

（

速

報

版

）

を

公

表

し

た

。

男

性

の

育

児

休

業

取

得

率

は

、

�

％

以

上

の

企

業

が

全

体

の

�

・

９

％

と

な

り

、

昨

年

に

引

き

続

き

大

き

く

伸

び

た

。

ま

た

、

人

的

資

本

に

関

す

る

記

載

内

容

に

つ

い

て

、

「

Ｄ

Ｘ

」

に

言

及

し

て

い

る

企

業

は

、

言

及

し

て

い

な

い

企

業

と

比

較

し

て

、

男

性

育

休

取

得

率

が

高

く

、

男

女

間

賃

金

格

差

が

小

さ

い

こ

と

が

明

ら

か

と

な

っ

た

。

■

男

性

育

休

取

得

率

�

％

以

上

が

６

割

超

　

調

査

結

果

に

よ

る

と

、

男

性

育

休

取

得

率

は

、

�

％

以

上

の

企

業

が

全

体

の

�

・

９

％

と

な

り

、

一

昨

年

の

�

・

５

％

、

昨

年

の

�

・

８

％

か

ら

大

き

く

伸

び

た

（

＝

図

表

）

。

　

一

方

、

女

性

管

理

職

比

率

が

５

％

未

満

の

企

業

は

全

体

の

�

・

６

％

（

昨

年

�

・

０

％

、

一

昨

年

�

・

２

％

）

、

�

％

未

満

が

�

・

６

％

（

昨

年

�

・

５

％

、

一

昨

年

�

・

０

％

）

と

い

ず

れ

も

減

少

傾

向

と

な

っ

た

。

女

性

管

理

職

比

率

の

平

均

は

９

・

１

％

（

昨

年

８

・

５

％

、

一

昨

年

８

・

１

％

）

と

漸

増

し

た

。

　

ま

た

、

男

性

の

賃

金

を

１

０

０

と

し

た

時

の

女

性

の

賃

金

の

割

合

（

男

女

間

賃

金

格

差

）

は

、

全

体

平

均

で

�

・

０

と

昨

年

の

�

・

４

よ

り

わ

ず

か

に

縮

小

し

た

。

い

ず

れ

も

改

善

傾

向

は

見

ら

れ

た

も

の

の

、

３

年

間

で

大

き

な

変

化

は

見

ら

れ

な

か

っ

た

。

成

果

が

表

れ

る

に

は

長

期

的

な

取

り

組

み

が

必

要

と

い

え

る

。

■

人

的

資

本

に

関

す

る

記

述

量

は

増

加

　

有

価

証

券

報

告

書

に

お

け

る

人

的

資

本

に

関

す

る

記

載

の

文

字

数

（

図

表

を

カ

ウ

ン

ト

し

な

い

場

合

）

は

、

平

均

２

５

０

５

字

と

な

り

、

一

昨

年

の

調

査

（

２

０

９

５

字

）

と

比

べ

る

と

�

・

６

％

、

昨

年

の

調

査

（

２

３

１

９

字

）

と

比

べ

る

と

８

・

０

％

増

加

し

た

。

■

Ｄ

Ｘ

推

進

企

業

が

人

的

資

本

経

営

に

積

極

的

　

人

的

資

本

に

関

す

る

記

述

の

中

で

、

人

的

資

本

経

営

と

関

わ

り

の

深

い

語

を

記

載

し

て

い

る

割

合

を

算

出

し

て

み

る

と

、

「

人

材

育

成

」

に

つ

い

て

は

�

・

０

％

、

「

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

」

に

つ

い

て

は

�

・

４

％

の

企

業

が

言

及

し

て

い

た

。

一

方

、

「

健

康

経

営

」

は

�

・

０

％

、

「

Ｄ

Ｘ

」

は

�

・

３

％

に

留

ま

っ

て

い

る

。

　

こ

の

う

ち

、

「

Ｄ

Ｘ

」

に

つ

い

て

言

及

し

て

い

る

企

業

と

し

て

い

な

い

企

業

を

比

較

す

る

と

、

言

及

し

て

い

る

企

業

の

方

が

、

男

性

育

児

休

業

取

得

率

が

高

く

、

男

女

間

賃

金

格

差

が

小

さ

か

っ

た

。

ま

た

、

「

健

康

経

営

」

に

言

及

し

て

い

る

企

業

の

方

が

、

男

性

育

児

休

業

取

得

率

が

高

か

っ

た

。

人

材

戦

略

策

定

に

あ

た

っ

て

、

人

材

育

成

や

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

に

加

え

て

、

Ｄ

Ｘ

や

健

康

経

営

に

つ

い

て

も

意

識

し

て

い

る

企

業

は

、

人

的

資

本

経

営

に

よ

り

熱

心

で

あ

る

と

言

え

そ

う

だ

。

　

同

本

部

で

は

、

２

０

２

３

年

３

月

末

以

後

の

事

業

年

度

に

か

か

る

有

価

証

券

報

告

書

か

ら

、

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

関

連

項

目

と

し

て

人

的

資

本

お

よ

び

多

様

性

の

情

報

開

示

が

義

務

付

け

ら

れ

た

こ

と

を

踏

ま

え

、

有

価

証

券

報

告

書

へ

の

記

載

状

況

を

独

自

に

調

査

・

集

計

し

て

い

る

。

今

回

が

３

回

目

の

調

査

で

、

２

０

２

５

年

３

月

末

決

算

の

東

証

プ

ラ

イ

ム

企

業

の

う

ち

、

６

月

�

日

時

点

で

有

価

証

券

報

告

書

の

開

示

が

あ

っ

た

１

１

０

４

社

に

つ

い

て

集

計

し

た

。

　

調

査

結

果

の

詳

細

に

つ

い

て

は

、

同

本

部

の

調

査

研

究

・

提

言

活

動

サ

イ

ト

か

ら

閲

覧

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

７

月

�

日

、

第

�

回

「

働

く

人

の

意

識

調

査

」

の

結

果

を

公

表

し

た

。

テ

レ

ワ

ー

ク

の

実

施

率

は

�

・

８

％

で

、

過

去

最

低

と

な

っ

た

前

回

１

月

調

査

の

�

・

６

％

か

ら

微

増

し

た

。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

感

染

症

法

上

の

位

置

づ

け

が

「

５

類

」

に

移

行

し

た

２

０

２

３

年

５

月

以

降

（

２

０

２

３

年

７

月

調

査

以

降

）

の

実

施

率

平

均

は

�

・

６

％

と

な

っ

た

。

■

景

況

感

に

対

す

る

不

安

が

増

加

　

同

調

査

に

よ

る

と

、

現

在

の

日

本

の

景

気

は

、

「

悪

い

」

と

「

や

や

悪

い

」

の

合

計

が

前

回

１

月

調

査

の

�

・

０

％

か

ら

�

・

３

％

へ

増

加

し

た

。

今

後

の

景

気

見

通

し

に

つ

い

て

は

、

「

悪

く

な

る

」

「

や

や

悪

く

な

る

」

の

合

計

が

前

回

１

月

調

査

の

�

・

７

％

か

ら

�

・

５

％

へ

増

加

し

て

お

り

、

２

０

２

４

年

１

月

調

査

以

降

、

４

回

連

続

で

悲

観

的

な

見

通

し

が

強

ま

っ

て

い

る

。

　

最

近

３

カ

月

の

Ｏ

ｆ

ｆ

―

Ｊ

Ｔ

の

実

施

状

況

を

見

る

と

、

勤

め

先

か

ら

の

「

案

内

に

よ

り

受

講

し

た

」

は

２

０

２

４

年

７

月

調

査

の

６

・

３

％

か

ら

７

・

７

％

へ

と

微

増

し

た

。

　

　

ま

た

、

自

己

啓

発

に

前

向

き

な

割

合

（

「

行

っ

て

い

る

」

と

「

行

っ

て

い

な

い

が

、

始

め

た

い

と

思

っ

て

い

る

」

の

合

計

）

は

�

・

１

％

か

ら

�

・

４

％

に

微

減

し

た

。

一

方

で

「

特

に

取

り

組

む

意

向

は

無

い

」

と

の

回

答

は

�

・

６

％

で

、

過

去

最

多

だ

っ

た

２

０

２

４

年

７

月

調

査

（

�

・

７

％

）

に

次

ぐ

水

準

と

な

っ

た

。

■

自

宅

勤

務

の

満

足

度

は

過

去

最

高

を

更

新

　

テ

レ

ワ

ー

ク

の

実

施

率

は

過

去

最

低

の

前

回

１

月

調

査

の

�

・

６

％

か

ら

�

・

８

％

に

微

増

し

た

（

＝

左

図

表

）

。

従

業

員

規

模

別

に

み

る

と

、

１

０

０

１

人

以

上

で

は

前

回

調

査

の

�

・

６

％

か

ら

�

・

８

％

に

、

１

０

１

～

１

０

０

０

人

は

�

・

６

％

か

ら

�

・

１

％

に

微

増

。

一

方

で

、

１

０

０

人

以

下

は

９

・

７

％

か

ら

９

・

３

％

に

微

減

し

た

。

　

テ

レ

ワ

ー

ク

の

大

多

数

を

占

め

る

自

宅

で

の

勤

務

に

つ

い

て

、

効

率

の

向

上

を

質

問

し

た

と

こ

ろ

、

「

効

率

が

上

が

っ

た

」

と

「

や

や

上

が

っ

た

」

の

合

計

は

前

回

１

月

調

査

の

�

・

７

％

か

ら

�

・

３

％

に

増

加

し

、

過

去

最

高

と

な

っ

た

。

ま

た

、

自

宅

で

の

勤

務

の

満

足

度

に

つ

い

て

も

、

「

満

足

し

て

い

る

」

と

「

ど

ち

ら

か

と

言

え

ば

満

足

し

て

い

る

」

の

合

計

は

前

回

１

月

調

査

の

�

・

０

％

か

ら

�

・

３

％

へ

増

加

し

、

過

去

最

高

を

更

新

し

た

。

■

育

休

代

替

業

務

に

は

金

銭

的

支

援

を

　

育

児

休

業

等

を

取

得

す

る

同

僚

の

業

務

を

代

替

す

る

こ

と

に

な

っ

た

場

合

に

、

勤

め

先

に

ど

の

よ

う

な

支

援

を

希

望

す

る

か

を

聞

い

た

と

こ

ろ

、

「

人

員

の

追

加

よ

り

も

、

手

当

等

の

金

銭

的

な

支

援

を

し

て

ほ

し

い

」

が

�

・

５

％

と

な

り

、

「

金

銭

的

な

支

援

よ

り

も

、

人

員

を

追

加

し

て

ほ

し

い

」

（

�

・

５

％

）

の

２

倍

以

上

と

な

っ

た

（

＝

右

図

表

）

。

　

　

　

　

◇

　

こ

の

調

査

は

�

歳

以

上

の

日

本

の

雇

用

者

１

１

０

０

人

を

対

象

と

し

て

、

７

月

７

～

８

日

に

実

施

し

た

。

調

査

結

果

レ

ポ

ー

ト

の

全

文

は

、

同

本

部

の

調

査

研

究

・

提

言

活

動

サ

イ

ト

か

ら

閲

覧

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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西

日

本

地

域

の

五

つ

（

中

部

、

関

西

、

中

国

、

四

国

、

九

州

）

の

生

産

性

本

部

が

主

催

す

る

西

日

本

生

産

性

会

議

２

０

２

５

が

７

月

�

～

�

日

、

福

岡

市

内

の

ホ

テ

ル

で

開

催

さ

れ

た

。

第

�

回

の

今

回

の

テ

ー

マ

は

「

未

来

を

創

る

労

使

の

挑

戦

～

生

産

性

向

上

に

よ

る

新

た

な

成

長

～

」

。

Ｗ

ｅ

ｌ

ｌ

―

Ｂ

ｅ

ｉ

ｎ

ｇ

向

上

や

独

自

経

営

な

ど

、

新

た

な

成

長

の

キ

ー

と

な

る

生

産

性

向

上

に

向

け

た

取

組

み

が

議

論

さ

れ

た

。

　

西

日

本

生

産

性

会

議

２

０

２

５

で

は

、

１

日

目

に

冨

山

和

彦

・

Ｉ

Ｇ

Ｐ

Ｉ

グ

ル

ー

プ

会

長

が

「

『

日

本

経

済

再

生

の

道

』

～

国

・

企

業

・

組

織

・

個

人

の

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

」

、

２

日

目

に

小

柳

は

じ

め

・

Ａ

ｕ

ｇ

ｍ

ｅ

ｎ

ｔ

ａ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

　

Ｂ

ｒ

ｉ

ｄ

ｇ

ｅ

代

表

（

元

電

通

労

働

環

境

改

革

本

部

室

長

）

が

「

『

�

時

間

働

く

電

通

文

化

か

ら

の

脱

却

』

～

社

長

特

命

の

企

業

変

革

ミ

ッ

シ

ョ

ン

と

幸

福

度

の

高

い

働

き

方

の

追

求

」

を

そ

れ

ぞ

れ

テ

ー

マ

に

講

演

を

行

っ

た

。

特 集

■

会

社

が

社

員

に

強

い

て

い

る

ム

ダ

を

な

く

す

　

２

日

目

の

講

演

で

は

小

柳

氏

と

と

も

に

引

出

し

役

と

し

て

臼

井

賢

一

郎

・

Ｋ

Ｂ

Ｃ

九

州

朝

日

放

送

解

説

委

員

長

も

登

壇

し

た

。

　

１

９

８

８

年

に

電

通

に

入

社

し

た

小

柳

氏

は

２

０

１

６

年

か

ら

�

年

ま

で

、

社

長

特

命

に

よ

り

労

働

環

境

改

革

本

部

室

長

と

し

て

電

通

自

身

の

「

労

働

環

境

改

革

」

を

担

当

。

全

社

の

労

働

時

間

の

大

幅

短

縮

を

達

成

、

残

業

時

間

を

�

％

削

減

し

、

削

減

時

間

は

全

社

で

１

カ

月

当

た

り

�

万

時

間

超

に

及

ん

だ

。

　

そ

の

き

っ

か

け

は

�

年

�

月

に

発

生

し

た

社

員

の

過

労

死

事

件

（

労

災

認

定

）

。

小

柳

氏

は

経

験

を

踏

ま

え

、

時

短

は

「

社

員

の

ム

ダ

な

動

き

を

や

め

さ

せ

る

こ

と

で

は

な

い

」

「

会

社

が

社

員

に

強

い

て

い

る

ム

ダ

を

な

く

す

こ

と

」

「

会

社

か

ら

社

員

へ

の

最

高

の

も

て

な

し

（

リ

ス

ペ

ク

ト

）

」

と

説

明

。

さ

ら

に

時

短

は

、

「

『

働

き

方

』

改

革

で

は

な

い

。

『

働

い

て

い

た

だ

き

方

（

働

か

せ

方

）

改

革

』

」

と

語

っ

た

。

　

具

体

的

に

行

っ

た

の

は

全

従

業

員

の

業

務

時

間

棚

卸

し

。

特

に

強

調

し

た

の

は

「

経

営

者

が

強

い

て

き

た

過

剰

な

オ

プ

ト

イ

ン

要

求

に

ど

れ

だ

け

の

時

間

が

割

か

れ

て

い

る

か

」

だ

。

　

す

ぐ

に

で

き

る

時

短

事

例

と

し

て

、

▽

社

内

会

議

資

料

は

「

印

刷

禁

止

」

▽

社

内

会

議

資

料

は

パ

ワ

ポ

な

ど

の

禁

止

（

テ

キ

ス

ト

べ

た

打

ち

か

手

書

き

に

）

▽

稟

議

は

３

日

以

内

に

異

論

が

な

け

れ

ば

自

動

承

認

―

―

な

ど

を

紹

介

。

時

短

に

よ

っ

て

創

出

し

た

時

間

を

「

Ｖ

Ｕ

Ｃ

Ａ

対

応

」

に

投

入

す

る

意

義

も

述

べ

た

。

小

柳

氏

は

講

演

の

中

で

何

度

も

「

時

短

す

ら

で

き

な

い

経

営

者

か

ら

は

人

材

が

去

る

。

顧

客

が

去

る

。

資

本

が

去

る

。

そ

し

て

社

会

か

ら

見

捨

て

ら

れ

る

」

と

強

調

。

時

短

は

「

会

社

が

選

ば

れ

続

け

る

た

め

に

生

ま

れ

変

わ

る

第

一

歩

だ

」

と

説

い

た

。

■

付

加

価

値

増

大

の

連

鎖

を　

同

会

議

に

は

五

つ

の

地

域

か

ら

経

営

者

や

労

組

幹

部

な

ど

６

９

２

人

が

参

加

。

冒

頭

、

主

催

者

を

代

表

し

て

道

永

幸

典

・

九

州

生

産

性

本

部

会

長

が

あ

い

さ

つ

し

た

。

（

＝

写

真

）

　

道

永

氏

は

、

日

本

経

済

を

取

り

巻

く

課

題

が

山

積

す

る

中

、

「

今

後

と

も

企

業

が

競

争

力

を

強

化

し

、

持

続

可

能

な

経

済

社

会

を

実

現

し

て

い

く

た

め

に

は

、

付

加

価

値

の

増

大

を

軸

と

し

た

生

産

性

改

革

に

取

り

組

む

こ

と

が

必

要

だ

」

と

強

調

。

「

今

こ

そ

我

々

産

業

界

労

使

は

、

人

間

性

の

尊

重

を

基

本

理

念

に

、

労

働

者

一

人

当

た

り

の

付

加

価

値

を

高

め

、

そ

の

成

果

を

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

や

消

費

に

循

環

さ

せ

、

付

加

価

値

の

増

大

が

連

鎖

し

て

い

く

よ

う

な

生

産

性

向

上

に

取

り

組

ん

で

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

と

述

べ

た

。

　

さ

ら

に

「

こ

の

会

議

は

、

西

日

本

地

域

の

生

産

性

運

動

に

携

わ

る

関

係

者

が

一

堂

に

会

し

、

我

が

国

企

業

を

取

り

巻

く

環

境

や

課

題

に

つ

い

て

共

通

認

識

を

図

る

絶

好

の

機

会

。

持

続

可

能

な

経

済

成

長

へ

の

方

策

を

探

る

こ

と

に

よ

り

、

変

革

期

に

立

ち

向

か

う

新

た

な

生

産

性

運

動

の

展

開

に

つ

な

が

る

こ

と

を

祈

念

し

て

い

る

」

と

話

し

た

。

■

「

コ

コ

ロ

」

や

「

感

性

」

の

価

値

を

い

か

に

経

済

成

長

に

結

び

付

け

る

か

　

続

い

て

小

林

喜

光

・

日

本

生

産

性

本

部

会

長

が

来

賓

あ

い

さ

つ

し

た

。

小

林

氏

は

、

「

平

成

の

�

年

間

は

、

経

済

も

平

ら

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

『

敗

北

の

時

代

』

で

あ

る

と

捉

え

て

い

る

」

と

し

、

山

積

す

る

課

題

の

解

決

に

向

け

た

努

力

や

、

成

長

を

勝

ち

取

る

た

め

の

チ

ャ

レ

ン

ジ

を

怠

り

、

日

本

経

済

は

凋

落

の

一

途

を

辿

り

、

日

本

は

い

わ

ば

、

「

ぬ

る

ま

湯

に

浸

か

っ

た

、

『

茹

で

ガ

エ

ル

』

の

状

況

に

あ

る

」

と

指

摘

し

た

。

　

さ

ら

に

、

生

成

Ａ

Ｉ

や

機

械

学

習

は

、

い

わ

ば

「

脳

の

外

部

化

」

で

あ

り

、

「

人

間

が

足

元

に

も

及

ば

な

い

多

量

の

デ

ー

タ

を

瞬

時

に

処

理

す

る

『

外

部

脳

』

と

対

峙

す

る

と

き

、

私

た

ち

は

、

『

そ

も

そ

も

人

間

と

は

何

か

』

『

人

は

ど

う

あ

る

べ

き

か

』

と

い

う

根

源

的

な

問

い

に

直

面

を

し

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

　

�

世

紀

に

入

り

、

経

済

の

舞

台

が

、

か

つ

て

の

「

モ

ノ

」

か

ら

、

「

コ

ト

」

へ

と

移

り

、

そ

し

て

今

後

は

、

Ｗ

ｅ

ｌ

ｌ

―

Ｂ

ｅ

ｉ

ｎ

ｇ

や

安

心

・

安

全

、

健

康

、

文

化

・

コ

ン

テ

ン

ツ

、

食

な

ど

、

Ｇ

Ｄ

Ｐ

に

直

接

的

に

関

連

し

な

い

、

「

コ

コ

ロ

」

や

「

感

性

」

が

付

加

価

値

と

な

る

時

代

に

入

る

と

の

認

識

を

示

し

た

。

そ

の

う

え

で

、

「

こ

う

し

た

『

コ

コ

ロ

』

や

『

感

性

』

の

価

値

を

い

か

に

経

済

成

長

に

結

び

付

け

る

か

。

こ

れ

も

『

未

来

を

創

る

労

使

の

挑

戦

』

の

大

き

な

テ

ー

マ

の

一

つ

で

は

な

い

か

」

と

参

加

者

に

呼

び

か

け

た

。

＊

　

同

会

議

１

日

目

は

、

基

調

討

議

と

講

演

Ⅰ

（

冨

山

和

彦

氏

）

、

２

日

目

は

二

つ

の

討

議

と

講

演

Ⅱ

（

小

柳

は

じ

め

氏

）

を

開

催

し

た

。

■

「

迅

速

か

つ

鮮

烈

な

意

思

決

定

力

」

が

必

須

　

冨

山

氏

は

ま

ず

、

日

本

の

人

口

８

０

０

０

万

時

代

と

人

手

不

足

の

長

期

化

は

「

所

与

の

こ

と

」

と

指

摘

。

「

い

ず

れ

市

町

村

単

位

で

機

能

を

果

た

せ

な

く

な

る

」

と

の

見

通

し

を

示

し

た

。

（

＝

写

真

）

　

構

造

的

な

人

手

不

足

が

不

可

逆

的

に

深

刻

化

し

て

い

く

な

か

、

企

業

の

大

小

、

正

規

非

正

規

問

わ

ず

、

賃

上

げ

市

場

圧

力

は

高

ま

り

続

け

、

競

争

モ

デ

ル

も

「

値

下

げ

で

商

売

防

衛

↓

コ

ス

ト

抑

制

↓

賃

金

抑

制

↓

雇

用

防

衛

」

か

ら

「

賃

上

げ

↓

人

材

リ

テ

ン

シ

ョ

ン

↓

付

加

価

値

ア

ッ

プ

↓

収

益

拡

大

」

に

真

逆

に

転

換

し

て

い

る

と

説

明

。

構

造

的

、

恒

久

的

な

人

手

不

足

の

時

代

は

「

労

働

生

産

性

と

失

業

問

題

の

ト

レ

ー

ド

オ

フ

が

な

い

」

と

し

て

、

「

付

加

価

値

労

働

生

産

性

を

上

昇

に

転

じ

さ

せ

る

絶

好

機

が

到

来

し

た

」

と

述

べ

た

。

　

破

壊

的

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

る

ゲ

ー

ム

チ

ェ

ン

ジ

ン

グ

ゲ

ー

ム

（

新

陳

代

謝

）

の

時

代

が

続

き

、

「

産

業

、

企

業

、

ジ

ョ

ブ

の

新

陳

代

謝

を

積

極

的

に

捉

え

な

け

れ

ば

経

済

も

賃

金

も

停

滞

す

る

」

と

強

調

。

Ｄ

Ｘ

か

ら

Ａ

Ｘ

（

Ａ

Ｉ

―

Ｔ

ｒ

ａ

ｎ

ｓ

ｆ

ｏ

ｒ

ｍ

ａ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

）

の

時

代

に

は

、

「

従

来

、

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

人

材

と

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

の

間

に

い

た

翻

訳

者

と

し

て

の

Ｉ

Ｔ

人

材

や

Ｄ

Ｘ

人

材

は

ほ

と

ん

ど

不

要

に

な

る

」

「

真

に

求

め

ら

れ

る

の

は

、

Ａ

Ｉ

を

使

っ

て

何

を

や

め

、

何

を

創

る

か

を

決

め

ら

れ

る

人

、

す

な

わ

ち

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

人

材

だ

」

と

指

摘

。

最

後

に

Ｄ

Ｘ

・

Ｇ

Ｘ

と

破

壊

的

危

機

の

時

代

の

必

須

組

織

能

力

と

し

て

、

「

迅

速

か

つ

鮮

烈

な

意

思

決

定

力

」

を

挙

げ

た

。
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西

日

本

生

産

性

会

議

２

０

２

５

の

１

日

目

に

基

調

討

議

、

２

日

目

に

二

つ

の

討

議

が

行

わ

れ

た

。

そ

の

概

要

を

紹

介

す

る

。

特 集

■

「

人

財

戦

略

」

優

先

　

第

２

討

議

は

、

ス

チ

ー

ル

テ

ッ

ク

代

表

取

締

役

社

長

の

出

口

弘

親

氏

、

Ｘ

Ｅ

Ｎ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

Ｕ

Ｐ

代

表

取

締

役

の

高

畑

洋

輔

氏

、

向

島

ド

ッ

ク

代

表

取

締

役

社

長

の

久

野

智

寛

氏

が

パ

ネ

リ

ス

ト

、

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

と

し

て

国

際

社

会

経

済

研

究

所

理

事

長

の

藤

沢

久

美

氏

が

登

壇

し

た

（

座

長

＝

石

黒

武

・

中

部

生

産

性

本

部

会

長

）

。

　

１

９

５

９

年

創

業

の

ス

チ

ー

ル

テ

ッ

ク

は

自

動

車

関

連

部

品

事

業

を

行

っ

て

い

る

が

、

出

口

氏

の

著

書

『

す

ご

い

工

場

』

に

よ

っ

て

現

場

見

学

者

が

相

次

ぎ

、

現

在

は

「

セ

ミ

ナ

ー

事

業

」

も

柱

に

。

出

口

氏

は

「

『

人

財

戦

略

』

こ

そ

が

、

経

営

戦

略

の

す

べ

て

」

と

話

し

た

。

　

社

員

教

育

の

量

で

は

同

業

他

社

を

圧

倒

。

出

口

氏

は

「

人

財

に

合

わ

せ

て

営

業

方

針

、

取

扱

製

品

、

生

産

体

制

、

機

械

設

備

を

変

え

て

い

く

」

と

人

財

戦

略

が

す

べ

て

の

戦

略

に

優

先

す

る

こ

と

を

強

調

し

た

。

■

モ

ノ

づ

く

り

は

世

界

を

豊

か

に

す

る

　

Ｘ

Ｅ

Ｎ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

Ｕ

Ｐ

は

「

モ

ノ

づ

く

り

は

世

界

を

豊

か

に

す

る

」

を

ビ

ジ

ョ

ン

に

掲

げ

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

実

現

に

向

け

「

食

」

に

フ

ォ

ー

カ

ス

。

食

品

の

水

分

を

安

定

さ

せ

る

シ

ス

テ

ム

や

食

品

廃

棄

物

を

少

し

で

も

有

効

活

用

す

る

乾

燥

機

な

ど

を

開

発

し

て

き

た

。

　

藤

沢

氏

か

ら

の

「

市

場

が

あ

る

か

ら

取

り

に

行

く

の

か

、

そ

れ

と

も

困

っ

て

い

る

か

ら

作

ろ

う

と

し

た

の

か

」

と

い

う

問

い

に

高

畑

氏

は

「

そ

の

と

き

は

市

場

が

見

え

て

い

な

い

。

自

分

た

ち

で

や

る

し

か

な

い

」

と

回

答

。

「

や

め

な

け

れ

ば

失

敗

で

は

な

い

」

と

続

け

た

。

■

マ

イ

ナ

ス

を

プ

ラ

ス

に

　

広

島

県

尾

道

市

の

尾

道

駅

前

に

あ

る

向

島

ド

ッ

ク

は

内

航

船

（

内

航

海

運

）

の

修

繕

・

検

査

が

主

な

事

業

だ

。

「

船

舶

修

繕

業

」

か

ら

「

安

定

航

行

供

給

業

」

へ

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

を

転

換

。

そ

の

た

め

に

「

進

化

的

で

持

続

的

な

知

的

技

術

集

約

組

織

を

つ

く

る

」

と

久

野

氏

は

語

っ

た

。

　

経

営

理

念

を

社

員

み

ん

な

で

考

え

、

２

０

２

３

年

７

月

、

リ

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

。

「

良

い

会

社

に

す

る

た

め

に

み

ん

な

で

挑

戦

す

る

３

箇

条

」

は

①

断

ト

ツ

の

顧

客

満

足

度

の

実

現

②

み

ん

な

で

倖

せ

を

追

求

③

尾

道

の

景

観

と

な

る

―

―

だ

。

久

野

氏

は

労

働

集

約

型

産

業

が

抱

え

る

問

題

点

は

多

い

が

、

「

マ

イ

ナ

ス

を

プ

ラ

ス

に

。

す

べ

て

逆

転

、

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

に

」

と

話

し

た

。

■

「

あ

り

が

と

う

」

が

響

き

あ

う

社

会

　

第

１

討

議

は

、

パ

ソ

ナ

グ

ル

ー

プ

執

行

役

員

Ｈ

Ｒ

本

部

副

本

部

長

の

細

川

明

子

氏

と

ハ

ウ

ス

食

品

労

働

組

合

組

合

長

の

植

田

健

太

氏

が

パ

ネ

リ

ス

ト

、

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

（

兼

パ

ネ

リ

ス

ト

）

と

し

て

カ

ル

チ

ャ

リ

ア

代

表

取

締

役

社

長

の

奥

山

由

実

子

氏

が

登

壇

し

た

（

座

長

＝

中

川

賢

剛

・

中

国

生

産

性

本

部

会

長

）

。

　

細

川

氏

は

ま

ず

、

パ

ソ

ナ

グ

ル

ー

プ

の

企

業

理

念

「

社

会

の

問

題

点

を

解

決

す

る

」

を

紹

介

。

「

仕

事

は

『

人

を

活

か

す

』

こ

と

、

人

々

の

心

豊

か

な

生

活

の

創

造

、

す

な

わ

ち

『

ラ

イ

フ

プ

ロ

デ

ュ

ー

ス

』

」

と

話

し

た

。

　

ま

た

、

「

私

た

ち

が

考

え

る

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

」

と

し

て

「

健

康

＝

生

き

る

こ

と

の

豊

か

さ

を

感

じ

、

あ

り

が

と

う

が

響

き

あ

う

社

会

」

を

掲

げ

、

「

か

ら

だ

」

（

身

体

的

な

健

や

か

さ

と

自

己

管

理

力

）

、

「

こ

こ

ろ

」

（

心

の

豊

か

さ

・

安

心

感

・

や

り

が

い

）

、

「

き

ず

な

」

（

人

と

の

つ

な

が

り

・

信

頼

関

係

・

共

創

意

識

）

ご

と

に

き

め

細

か

い

取

組

み

を

行

っ

て

い

る

こ

と

を

紹

介

し

た

。

■

働

き

が

い

＝

仕

事

の

や

り

が

い

×

働

き

や

す

さ

　

植

田

氏

は

、

「

会

社

と

労

働

組

合

で

現

場

の

課

題

認

識

を

確

認

・

共

有

す

る

こ

と

が

重

要

」

と

指

摘

。

組

合

の

長

期

ビ

ジ

ョ

ン

２

０

３

０

で

は

「

明

る

い

未

来

に

つ

な

が

り

、

〝

魅

力

〟

を

実

感

で

き

る

職

場

を

共

に

創

造

し

よ

う

」

を

、

�

期

ス

ロ

ー

ガ

ン

と

し

て

「

『

シ

ン

〝

自

分

ゴ

ト

〟

』

で

働

き

が

い

向

上

へ

～

他

者

理

解

×

交

流

機

会

×

自

己

探

求

～

」

を

掲

げ

、

さ

ま

ざ

ま

な

テ

ー

マ

で

「

ガ

チ

対

話

」

と

称

す

る

対

話

の

機

会

を

設

け

て

い

る

こ

と

を

話

し

た

。

　

植

田

氏

は

「

働

き

が

い

＝

仕

事

の

や

り

が

い

×

働

き

や

す

さ

」

と

強

調

し

た

。

■

幸

福

度

と

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

　

奥

山

氏

は

従

業

員

の

幸

福

度

が

高

け

れ

ば

、

仕

事

に

対

し

て

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

高

く

保

た

れ

、

生

産

的

で

あ

る

傾

向

を

説

明

し

、

「

企

業

は

給

料

を

上

げ

続

け

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

企

業

に

は

感

情

報

酬

が

必

要

に

な

る

の

で

は

な

い

か

」

と

提

起

。

「

給

料

を

上

げ

ず

に

社

員

の

幸

福

度

を

あ

げ

る

７

の

コ

ツ

」

と

し

て

▽

組

織

と

の

繋

が

り

を

実

感

さ

せ

、

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

仕

事

体

験

を

積

ま

せ

る

▽

オ

ー

プ

ン

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

促

す

▽

感

謝

を

伝

え

る

▽

定

期

的

に

社

員

の

行

動

や

実

績

を

褒

め

る

、

な

ど

を

挙

げ

た

。

■

「

安

全

・

健

康

」

が

最

優

先

　

基

調

討

議

は

、

コ

マ

ツ

特

別

顧

問

の

大

橋

徹

二

氏

と

連

合

会

長

の

芳

野

友

子

氏

が

パ

ネ

リ

ス

ト

、

早

稲

田

大

学

法

学

学

術

院

教

授

の

水

町

勇

一

郎

氏

が

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

（

兼

パ

ネ

リ

ス

ト

）

と

し

て

登

壇

し

た

（

座

長

＝

宮

本

喜

弘

・

四

国

生

産

性

本

部

会

長

）

。

（

＝

写

真

）

　

大

橋

氏

は

、

コ

マ

ツ

が

考

え

る

「

企

業

価

値

」

と

優

先

順

位

を

紹

介

。

企

業

価

値

は

「

社

会

を

含

む

す

べ

て

の

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

か

ら

の

信

頼

度

の

総

和

」

で

あ

り

、

そ

の

最

大

化

を

め

ざ

す

。

判

断

の

優

先

順

位

は

Ｓ

ａ

ｆ

ｅ

ｔ

ｙ

（

安

全

・

健

康

）

↓

Ｌ

ａ

ｗ

（

法

・

規

則

・

ル

ー

ル

・

環

境

）

↓

Ｑ

ｕ

ａ

ｌ

ｉ

ｔ

ｙ

（

品

質

）

↓

Ｄ

ｅ

ｌ

ｉ

ｖ

ｅ

ｒ

ｙ

（

タ

イ

ミ

ン

グ

）

↓

Ｃ

ｏ

ｓ

ｔ

（

費

用

）

の

順

で

、

頭

文

字

か

ら

Ｓ

Ｌ

Ｑ

Ｄ

Ｃ

と

呼

称

。

大

橋

氏

は

「

安

全

・

健

康

」

が

最

優

先

で

あ

り

、

「

コ

ス

ト

は

最

後

」

と

強

調

し

た

。

　

ま

た

、

生

産

性

向

上

に

向

け

、

コ

マ

ツ

で

は

「

他

社

を

圧

倒

す

る

魅

力

あ

る

製

品

づ

く

り

」

「

顧

客

と

と

も

に

価

値

を

見

つ

け

出

し

、

顧

客

の

信

頼

を

得

て

い

く

活

動

『

ブ

ラ

ン

ド

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

』

」

で

付

加

価

値

の

最

大

化

、

「

省

力

化

、

自

動

化

、

無

人

化

」

「

グ

ロ

ー

バ

ル

生

産

・

調

達

・

販

売

・

サ

ー

ビ

ス

体

制

」

「

パ

ー

ト

ナ

ー

（

代

理

店

、

協

力

企

業

）

と

の

連

携

」

で

投

入

の

効

率

化

を

図

り

、

「

強

い

コ

マ

ツ

」

を

め

ざ

し

て

い

る

。

労

組

と

は

春

季

に

限

ら

ず

年

間

を

通

し

て

総

合

的

な

処

遇

改

善

・

人

材

育

成

に

つ

い

て

協

議

し

て

お

り

、

大

橋

氏

は

「

労

使

で

同

じ

言

葉

を

使

っ

て

い

る

」

と

話

し

た

。

■

意

思

決

定

の

場

に

女

性

増

を

　

芳

野

氏

は

ま

ず

、

世

界

ジ

ェ

ン

ダ

ー

ギ

ャ

ッ

プ

指

数

（

１

４

８

カ

国

中

１

１

８

位

）

や

女

性

の

管

理

職

比

率

（

�

・

３

％

）

、

女

性

の

社

内

役

員

比

率

（

３

・

４

％

）

な

ど

カ

ギ

と

な

る

指

標

を

紹

介

。

ヒ

ッ

ト

商

品

を

開

発

す

る

な

ど

付

加

価

値

を

生

み

出

し

て

い

る

女

性

は

増

え

て

い

る

の

に

か

か

わ

ら

ず

、

い

ま

だ

に

「

女

性

に

の

み

お

茶

く

み

や

雑

用

を

頼

む

」

例

が

多

い

実

態

を

説

明

し

た

。

　

芳

野

氏

は

、

「

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

・

多

様

性

の

推

進

は

生

産

性

向

上

の

カ

ギ

」

と

強

調

。

特

に

意

思

決

定

の

場

に

女

性

を

増

や

す

（

参

画

目

標

�

％

）

必

要

性

を

訴

え

た

。

　

連

合

は

ト

ッ

プ

が

女

性

だ

が

、

連

合

本

部

・

構

成

組

織

（

�

）

・

地

方

連

合

会

（

�

）

合

わ

せ

て

女

性

ト

ッ

プ

は

わ

ず

か

４

人

（

４

・

３

％

）

。

芳

野

氏

は

「

悲

報

」

と

自

戒

を

込

め

て

話

し

た

。

■

「

日

本

型

雇

用

シ

ス

テ

ム

の

変

革

」

が

労

使

の

課

題　

水

町

氏

は

、

欧

州

で

起

き

て

い

る

労

使

関

係

・

労

働

法

の

変

化

を

説

明

。

通

底

し

て

い

る

の

は

「

グ

ロ

ー

バ

ル

化

・

デ

ジ

タ

ル

化

に

伴

う

生

産

主

体

の

分

散

化

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

化

」

「

労

使

と

政

府

の

協

働

に

よ

る

社

会

的

ル

ー

ル

の

構

築

」

「

総

合

的

・

重

層

的

な

セ

ー

フ

テ

ィ

ネ

ッ

ト

の

提

供

」

で

あ

り

、

「

生

産

性

運

動

三

原

則

の

重

要

性

は

変

わ

っ

て

い

な

い

が

、

そ

の

内

容

・

対

象

は

大

き

く

変

わ

り

、

取

り

組

む

べ

き

課

題

は

そ

れ

ぞ

れ

密

接

に

結

び

つ

き

な

が

ら

広

範

・

多

岐

に

わ

た

っ

て

い

る

」

と

話

し

た

。

　

日

本

に

お

け

る

労

使

関

係

・

労

働

法

の

変

化

と

課

題

も

説

明

。

特

に

「

社

会

変

化

の

な

か

で

生

産

性

向

上

、

付

加

価

値

創

出

に

向

け

た

雇

用

シ

ス

テ

ム

の

創

造

（

日

本

型

雇

用

シ

ス

テ

ム

の

変

革

）

が

労

使

の

課

題

」

と

指

摘

し

た

。

生 産 性 新 聞（５） ２０２５年（令和７年）９月５日（金曜日）
【第三種郵便物認可】

本紙面の著作権は公益財団法人日本生産性本部に帰属します。権利侵害となるようなご利用はお断り致します。



井

之

上

拓

也

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

現

在

は

、

四

半

期

ご

と

の

経

営

計

画

進

�

フ

ォ

ロ

ー

や

銀

行

向

け

対

応

業

務

の

支

援

を

行

っ

て

い

る

。

必

要

に

応

じ

て

、

オ

ン

ラ

イ

ン

の

役

員

会

議

に

参

加

し

、

社

外

取

締

役

的

な

立

ち

位

置

か

ら

、

経

営

判

断

に

つ

い

て

の

ア

ド

バ

イ

ス

を

行

っ

て

い

る

。

　

カ

ソ

ク

は

、

想

定

以

上

に

成

長

の

ス

ピ

ー

ド

が

速

く

、

そ

の

成

長

に

組

織

を

追

い

つ

か

せ

る

必

要

性

が

あ

る

。

今

後

の

課

題

は

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

層

の

強

化

に

加

え

、

既

存

社

員

と

新

規

に

参

画

す

る

社

員

と

の

組

織

内

で

の

融

合

だ

ろ

う

。

ま

た

、

会

社

と

し

て

ど

う

組

織

化

し

て

い

く

か

、

ガ

バ

ナ

ン

ス

を

ど

う

強

化

し

て

い

く

か

も

課

題

と

な

り

う

る

。

　

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

が

増

え

て

い

る

な

か

、

日

本

で

は

、

長

期

滞

在

の

宿

泊

施

設

が

不

足

し

て

い

る

。

そ

の

市

場

に

様

々

な

大

手

企

業

が

参

入

し

よ

う

と

し

て

い

る

が

、

長

期

滞

在

用

の

ホ

テ

ル

の

運

営

の

ノ

ウ

ハ

ウ

や

知

見

は

ほ

と

ん

ど

な

く

、

そ

う

し

た

ノ

ウ

ハ

ウ

を

持

つ

同

社

に

は

優

位

性

が

あ

る

。

　

カ

ソ

ク

は

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

企

業

だ

が

、

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

企

業

は

、

普

通

の

会

社

に

比

べ

て

成

長

が

非

常

に

早

く

、

変

化

も

速

い

。

継

続

的

に

状

況

を

見

て

お

か

な

い

と

会

社

の

課

題

が

把

握

で

き

な

く

な

っ

て

し

ま

う

。

そ

こ

で

、

日

常

の

役

員

や

管

理

職

の

議

論

の

内

容

を

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

し

て

、

経

営

判

断

が

必

要

な

案

件

が

発

生

し

た

場

合

に

は

す

ぐ

に

対

応

で

き

る

よ

う

に

し

て

い

る

。

私

は

、

外

部

の

人

間

と

し

て

関

わ

っ

て

い

る

が

、

彼

ら

は

一

般

的

な

理

論

や

通

り

一

遍

の

情

報

を

求

め

て

い

る

わ

け

で

は

な

く

、

私

が

経

営

陣

で

あ

れ

ば

ど

う

い

う

判

断

を

す

る

か

、

な

ぜ

そ

う

い

う

経

営

判

断

に

な

る

の

か

と

い

っ

た

経

営

判

断

の

基

準

を

求

め

ら

れ

て

い

る

と

思

っ

て

い

る

。

　

宿

泊

施

設

の

１

運

営

事

業

者

か

ら

始

ま

っ

た

同

社

は

、

今

で

は

自

分

た

ち

で

ブ

ラ

ン

ド

を

つ

く

っ

て

ホ

テ

ル

開

発

を

し

て

い

る

。

ホ

テ

ル

の

再

生

ビ

ジ

ネ

ス

も

行

い

、

Ａ

ｉ

ｒ

ｂ

ｎ

ｂ

　

Ｐ

ａ

ｒ

ｔ

ｎ

ｅ

ｒ

ｓ

の

公

式

ホ

テ

ル

「

Ｓ

ｕ

ｍ

ｕ

」

の

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

に

も

な

っ

て

い

る

。

今

後

の

成

長

が

楽

し

み

だ

。

新井恵介・カソク

代表取締役の話

　井之上コンサル

は非常に優秀で、

当社の管理職の会

議にも出てもら

い、多角的な視点

でアドバイスをも

らっており、非常にありがたいと思っ

ている。我々がつくった人事評価制度

も見ていただいた。私は早稲田大学在

学中に起業したことから就職経験がな

いので、幅広い視点からアドバイスを

もらえるのは非常に心強い。ベンチャ

ー企業から国内中堅企業へと、企業の

成長に合わせたアドバイスを的確にし

てくれる。金融機関出身ということも

あり、金融機関との付き合い方や金融

機関の考え方などを教えてくれるのも

ありがたい。

　カソクは、「日本の経済的地位をアッ

プデートする」という長期ミッション

を掲げ、不動産価値の最大化に挑んで

いる。２０２８年には宿泊部門の年間売上

高３００億円の達成は見えており、２０３５

年には売上３０００億円を目指している。

　当社は、土地の選定から建物の設計、

プロジェクトマネジメント、運営まで、

一連の流れをすべて自社で行ってお

り、ホテル運営のフィードバックを開

発に生かし、顧客へ価値を提供できる

のが最大の強みとなっている。完全な

自己資本経営で、上場を目指していな

いため、株主還元を考えず、不動産所

有者から宿泊客まで、すべてのステー

クホルダーにとっての価値を最大化す

ることに特化して、建物に価値を生み

出すための事業開発を積極的に行え

る。結果として、事業の要であるホテ

ルの不動産価値を上げることに注力で

き、坪当たり賃料の最大化につなげる

ことができる。

　将来的には自社で土地を購入して開

発するデベロッパー機能や、土地ごと

に最適な不動産アセットを提案するた

めの金融機関との提携も視野に入れて

いる。

　我々は社会性、公益性、地域性を重

視しており、地域での人材雇用のほか、

高度観光人材育成を目的とした大学と

の共同研究計画や東京都との連携など

も進めている。

　海外での豊富な経験から得た視点を

もとに、アパートメントホテルや都市

型戸建てホテルをはじめとする多角的

なホテル開発事業を全国で展開し、観

光立国を推進する日本の大きな可能性

を切り拓くことで、不動産の領域から

日本の経済的な地位の向上を目指して

いきたい。

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

型

の

ホ

テ

ル

「

ｈ

ｏ

ｔ

ｅ

ｌ

　

Ａ

Ｉ

Ｍ

Ａ

」

　

２

０

１

３

年

に

創

業

し

た

カ

ソ

ク

（

本

社

＝

東

京

都

新

宿

区

、

従

業

員

数

�

人

）

は

、

全

国

�

都

道

府

県

で

、

計

�

棟

の

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ホ

テ

ル

や

都

市

型

戸

建

て

ホ

テ

ル

な

ど

の

多

様

な

ホ

テ

ル

開

発

・

運

営

事

業

を

展

開

し

て

い

る

。

特

に

、

中

長

期

滞

在

型

の

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ホ

テ

ル

（

客

室

内

に

キ

ッ

チ

ン

や

洗

濯

機

と

い

っ

た

生

活

に

必

要

な

設

備

が

あ

る

日

常

生

活

型

の

ホ

テ

ル

）

の

開

発

や

運

営

を

得

意

と

し

て

い

る

。

　

現

在

は

大

手

ハ

ウ

ス

メ

ー

カ

ー

と

共

同

で

企

画

し

た

ホ

テ

ル

「

ｈ

ｏ

ｔ

ｅ

ｌ

　

Ａ

Ｉ

Ｍ

Ａ

（

ア

イ

マ

）

」

を

は

じ

め

、

大

手

ゼ

ネ

コ

ン

や

デ

ベ

ロ

ッ

パ

ー

、

不

動

産

フ

ァ

ン

ド

と

の

タ

イ

ア

ッ

プ

も

増

え

て

い

る

。

こ

れ

ま

で

の

ノ

ウ

ハ

ウ

を

生

か

し

、

相

続

対

策

や

老

朽

化

し

た

建

物

の

建

て

替

え

、

土

地

有

効

活

用

と

し

て

マ

ン

シ

ョ

ン

に

代

わ

っ

て

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ホ

テ

ル

と

す

る

提

案

も

行

っ

て

い

る

。

　

同

社

で

は

２

０

２

３

年

か

ら

、

井

之

上

拓

也

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

が

中

期

経

営

計

画

策

定

と

中

期

経

営

計

画

実

行

支

援

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

行

っ

て

い

る

。

「

カ

ソ

ク

は

も

と

も

と

、

新

井

社

長

が

学

生

時

代

に

宿

泊

施

設

運

営

事

業

で

起

業

し

た

会

社

が

も

と

に

な

っ

て

い

る

が

、

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

、

金

融

機

関

か

ら

日

本

生

産

性

本

部

に

『

今

後

の

会

社

の

方

向

性

を

よ

り

可

視

化

し

た

い

。

ど

う

い

う

方

向

に

会

社

を

成

長

さ

せ

て

い

く

の

か

を

わ

か

る

よ

う

に

し

て

ほ

し

い

』

と

の

相

談

が

あ

っ

た

」

（

井

之

上

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

）

。

　

そ

こ

で

、

日

本

生

産

性

本

部

で

は

、

金

融

機

関

と

の

関

係

性

強

化

、

社

内

外

へ

の

説

明

の

た

め

の

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

の

明

確

化

、

事

業

の

成

長

性

や

採

算

性

を

踏

ま

え

た

事

業

戦

略

・

組

織

戦

略

・

財

務

戦

略

の

策

定

な

ど

を

ね

ら

い

と

し

て

、

２

０

２

３

年

６

月

か

ら

２

０

２

６

年

５

月

ま

で

の

中

期

経

営

計

画

の

策

定

支

援

を

行

っ

た

。

　

３

年

間

を

サ

バ

イ

バ

ル

期

・

経

営

安

定

期

・

中

核

事

業

成

長

期

に

分

け

、

�

年

度

（

サ

バ

イ

バ

ル

期

）

は

、

会

社

の

生

き

残

り

を

確

実

に

す

る

た

め

、

有

人

ホ

テ

ル

事

業

の

拡

大

を

図

る

と

と

も

に

、

金

融

機

関

の

取

引

正

常

化

を

目

指

す

こ

と

と

し

た

。

�

年

度

（

経

営

安

定

期

）

は

、

シ

ス

テ

ム

化

・

マ

ニ

ュ

ア

ル

化

を

整

備

す

る

と

と

も

に

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

力

の

強

化

を

図

る

こ

と

で

、

経

営

の

安

定

化

を

図

る

と

同

時

に

、

資

本

の

蓄

積

を

目

指

す

（

成

長

資

金

確

保

）

こ

と

に

し

た

。

�

年

度

（

中

核

事

業

成

長

期

）

は

、

複

数

の

新

規

大

型

有

人

ホ

テ

ル

の

運

営

を

開

始

す

る

こ

と

に

し

た

。

　

売

上

高

は

直

近

期

の

６

・

３

億

円

か

ら

計

画

３

期

目

に

は

�

・

７

億

円

へ

と

、

年

平

均

成

長

率

�

％

を

目

指

す

こ

と

に

し

た

。

あ

わ

せ

て

収

益

構

造

分

析

や

キ

ャ

ッ

シ

ュ

フ

ロ

ー

分

析

も

行

っ

た

。

　

そ

の

後

、

市

場

の

変

化

や

計

画

の

進

�

状

況

を

踏

ま

え

、

中

期

経

営

計

画

の

再

策

定

を

行

っ

た

。

　

�

年

５

月

期

に

は

有

人

ホ

テ

ル

事

業

の

拡

大

及

び

Ｍ

Ｃ

（

運

営

受

託

）

案

件

の

獲

得

に

よ

り

、

計

画

以

上

の

成

長

を

達

成

し

た

こ

と

を

踏

ま

え

、

�

年

５

月

期

に

つ

い

て

は

、

①

Ｍ

Ｃ

事

業

拡

大

、

②

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

力

強

化

、

③

管

理

人

材

の

確

保

、

④

営

業

人

材

の

確

保

、

⑤

人

事

制

度

の

策

定

と

い

っ

た

経

営

安

定

化

に

取

り

組

む

と

と

も

に

、

�

年

５

月

期

に

想

定

し

て

い

た

「

中

核

事

業

の

成

長

」

を

前

倒

し

で

実

施

し

た

。

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

過

去

の

連

載

も

掲

載

し

て

い

る

、

生

産

性

向

上

の

ヒ

ン

ト

が

見

つ

か

る

情

報

サ

イ

ト

「

生

産

性

ｎ

ａ

ｖ

ｉ

」

も

ご

覧

く

だ

さ

い

。

経営／連載
生 産 性 新 聞 （６）２０２５年（令和７年）９月５日（金曜日）
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（

ふ

じ

い

　

よ

し

ひ

こ

）

　

慶

應

義

塾

大

学

経

済

学

部

入

学

後

、

ス

タ

ン

フ

ォ

ー

ド

大

学

経

済

学

部

へ

交

換

留

学

生

と

し

て

渡

米

し

同

大

学

を

卒

業

。

帰

国

後

に

慶

應

義

塾

大

学

経

済

学

部

を

卒

業

。

カ

ネ

ボ

ウ

入

社

（

企

画

部

長

で

退

社

）

、

外

資

系

日

本

法

人

社

長

を

経

て

、

ガ

ン

ガ

ー

総

合

研

究

所

を

設

立

。

ハ

ー

バ

ー

ド

・

ビ

ジ

ネ

ス

ス

ク

ー

ル

Ａ

Ｍ

Ｐ

（

高

等

経

営

者

講

座

）

修

了

。

慶

應

義

塾

大

学

ビ

ジ

ネ

ス

ス

ク

ー

ル

特

別

研

究

教

授

、

英

国

国

立

ウ

エ

ー

ル

ズ

大

学

Ｍ

Ｂ

Ａ

（

日

本

語

）

プ

ロ

グ

ラ

ム

・

ア

カ

デ

ミ

ッ

ク

・

デ

ィ

レ

ク

タ

ー

な

ど

を

歴

任

。

２

０

１

１

年

に

グ

ロ

ー

バ

ル

・

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

・

コ

ー

チ

ン

グ

協

会

（

Ｇ

Ｌ

Ｃ

）

を

設

立

。

主

な

著

書

「

経

営

者

格

差

」

（

Ｐ

Ｈ

Ｐ

新

書

）

、

「

リ

ー

ダ

ー

の

誓

い

」

（

共

著

、

生

産

性

労

働

情

報

セ

ン

タ

ー

）

　

「

リ

ー

ダ

ー

の

誓

い

」

を

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

論

の

集

大

成

と

し

て

出

版

し

た

。

本

書

で

論

じ

て

い

る

５

要

諦

は

ビ

ジ

ネ

ス

生

活

の

み

な

ら

ず

、

個

人

の

生

活

に

も

応

用

で

き

る

。

あ

な

た

は

自

分

の

人

生

の

主

人

公

で

あ

り

、

唯

一

の

リ

ー

ダ

ー

で

あ

る

こ

と

を

常

に

認

識

し

て

ほ

し

い

。

　

私

が

�

歳

に

な

っ

て

引

退

を

考

え

て

い

た

頃

に

、

東

日

本

大

震

災

が

発

生

し

た

。

日

本

中

に

閉

塞

感

が

広

が

り

、

政

府

の

無

策

に

未

来

へ

の

希

望

を

失

う

人

が

多

か

っ

た

。

こ

の

ま

ま

で

は

日

本

は

静

か

に

沈

没

し

て

い

く

と

強

い

危

機

感

を

抱

き

、

考

え

に

考

え

た

結

果

、

「

一

人

一

人

が

輝

く

リ

ー

ダ

ー

・

経

営

と

人

生

の

プ

ロ

に

な

っ

て

、

自

分

の

持

ち

場

で

や

る

べ

き

こ

と

を

責

任

を

持

っ

て

や

り

抜

く

、

そ

ん

な

国

に

し

て

い

き

た

い

」

と

誓

っ

た

。

　

同

志

と

語

ら

い

、

グ

ロ

ー

バ

ル

・

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

・

コ

ー

チ

ン

グ

協

会

を

立

ち

上

げ

、

リ

ー

ダ

ー

養

成

講

座

に

取

り

組

ん

だ

。

■

リ

ー

ダ

ー

と

は

何

か

？

　

リ

ー

ダ

ー

と

は

社

会

的

に

地

位

の

高

い

人

や

、

い

わ

ゆ

る

成

功

し

て

い

る

人

を

指

し

て

い

て

、

自

分

と

は

関

係

な

い

と

思

っ

て

い

る

人

が

多

い

。

そ

れ

は

間

違

っ

て

い

る

。

人

が

二

人

以

上

い

れ

ば

、

ど

ち

ら

か

が

リ

ー

ダ

ー

に

な

り

、

ど

ち

ら

か

が

フ

ォ

ロ

ワ

ー

に

な

る

。

立

場

が

変

わ

れ

ば

、

そ

れ

が

逆

に

な

る

場

合

も

あ

る

。

誰

で

も

が

リ

ー

ダ

ー

に

な

ら

な

い

と

い

け

な

い

の

で

あ

る

。

　

私

は

長

い

ビ

ジ

ネ

ス

生

活

の

中

で

、

会

社

人

間

と

し

て

「

滅

私

奉

公

」

で

は

な

く

、

自

分

を

活

か

し

て

会

社

に

貢

献

す

る

「

活

私

奉

公

」

の

重

要

性

に

目

覚

め

た

。

「

こ

の

人

生

に

お

い

て

何

を

成

し

遂

げ

た

い

の

か

？

」

「

私

の

ビ

ジ

ネ

ス

人

生

に

お

け

る

ミ

ッ

シ

ョ

ン

・

ビ

ジ

ョ

ン

・

バ

リ

ュ

ー

は

何

か

？

」

を

深

く

考

え

始

め

た

。

　

こ

の

ま

ま

で

は

「

自

分

を

活

か

せ

な

い

」

と

判

断

し

て

、

カ

ネ

ボ

ウ

を

�

歳

で

辞

め

、

外

資

系

日

本

法

人

の

社

長

を

経

て

、

�

歳

を

超

え

た

私

は

「

今

後

は

自

分

の

た

め

に

働

こ

う

」

と

固

く

決

心

し

、

「

私

の

知

識

と

実

体

験

を

次

の

世

代

に

伝

え

よ

う

」

と

思

い

、

大

学

院

で

教

え

た

り

、

経

営

者

の

メ

ン

タ

ー

・

コ

ー

チ

や

企

業

の

研

修

を

楽

し

み

な

が

ら

行

っ

て

い

る

。

　

自

分

の

実

体

験

を

反

面

教

師

と

し

て

、

学

術

的

な

研

鑽

の

結

果

、

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

５

要

諦

を

策

定

し

た

。

■

５

要

諦

と

は

　

５

要

諦

と

は

、

ビ

ジ

ョ

ン

（

夢

・

高

い

志

）

力

、

戦

略

・

価

値

創

造

力

、

人

を

巻

き

込

む

力

、

実

行

力

、

人

間

力

の

五

つ

を

指

す

。

こ

の

５

要

諦

を

基

に

、

内

省

さ

せ

、

気

づ

き

を

与

え

、

い

か

に

実

践

す

る

か

を

考

え

さ

せ

、

継

続

さ

せ

習

慣

化

さ

せ

る

。

ビ

ジ

ネ

ス

の

プ

ロ

に

、

人

生

の

プ

ロ

に

育

て

上

げ

る

。

こ

れ

こ

そ

私

の

天

職

と

感

じ

る

時

が

あ

る

。

　

次

回

か

ら

、

５

要

諦

を

各

要

諦

ご

と

に

解

説

、

そ

れ

を

実

行

し

た

歴

史

上

の

人

物

を

紹

介

し

て

い

く

。

あ

な

た

方

も

５

要

諦

を

、

私

の

ビ

ジ

ネ

ス

・

人

生

の

モ

ッ

ト

ー

の

よ

う

に

、

「

明

る

く

、

楽

し

く

、

爽

や

か

に

」

実

行

し

て

い

っ

て

ほ

し

い

。

（

６

回

連

載

）

　

店

頭

に

新

米

は

並

び

始

め

た

だ

ろ

う

か

。

米

の

作

柄

は

ど

ん

な

も

の

か

。

猛

暑

の

影

響

は

ど

う

か

。

納

得

で

き

る

価

格

で

出

回

る

だ

ろ

う

か

。

「

令

和

の

米

騒

動

」

の

続

編

が

演

じ

ら

れ

な

け

れ

ば

良

い

が

。

出

来

秋

に

祈

る

ば

か

り

だ

。

　

１

カ

月

ほ

ど

前

に

な

る

が

、

わ

が

家

に

知

人

か

ら

早

場

米

が

送

ら

れ

て

き

た

。

彼

の

出

身

地

で

あ

る

宮

崎

産

の

コ

シ

ヒ

カ

リ

で

５

㌔

㌘

だ

。

昨

年

ま

で

は

た

し

か

�

㌔

㌘

だ

っ

た

の

で

、

今

年

は

こ

れ

ま

で

の

半

分

。

昨

今

の

値

段

を

考

え

て

も

、

ま

あ

そ

う

い

う

こ

と

だ

ろ

う

な

と

納

得

し

た

。

　

知

人

に

は

申

し

訳

な

い

が

、

昨

年

ま

で

は

そ

れ

ほ

ど

の

感

慨

も

な

か

っ

た

も

の

の

、

今

年

は

あ

り

が

た

く

押

し

い

た

だ

い

た

。

　

年

初

来

の

米

狂

騒

曲

は

自

分

自

身

を

見

つ

め

直

す

機

会

を

与

え

て

く

れ

た

。

食

べ

物

に

不

自

由

な

く

生

活

し

て

い

る

こ

と

へ

の

感

謝

の

念

と

、

お

米

の

大

切

さ

を

あ

ら

た

め

て

確

認

さ

せ

て

く

れ

た

た

め

だ

。

　

思

え

ば

昭

和

の

こ

ろ

、

い

つ

も

空

腹

で

、

腹

い

っ

ぱ

い

ご

飯

を

食

べ

た

い

と

思

っ

て

い

た

若

者

が

た

く

さ

ん

い

た

は

ず

だ

。

上

京

し

て

き

た

貧

乏

学

生

は

と

く

に

そ

う

だ

っ

た

。

　

杉

並

区

荻

窪

に

住

ん

だ

こ

ろ

、

北

口

の

ア

ー

ケ

ー

ド

の

下

に

大

衆

食

堂

・

富

士

と

い

う

店

が

あ

っ

た

。

�

席

ぐ

ら

い

の

小

さ

な

定

食

屋

で

、

安

く

て

量

が

多

く

、

夕

飯

時

に

は

若

い

男

性

で

長

蛇

の

列

が

で

き

た

。

そ

こ

で

い

つ

も

ラ

イ

ス

大

盛

を

頼

ん

だ

。

メ

ン

チ

カ

ツ

定

食

に

野

菜

炒

め

と

い

っ

た

料

理

が

何

と

も

お

い

し

か

っ

た

。

　

さ

も

し

い

話

だ

が

、

大

学

の

生

協

食

堂

で

は

時

折

、

定

食

に

プ

ラ

ス

し

て

ラ

イ

ス

券

を

購

入

し

、

満

腹

に

な

る

ま

で

ご

飯

を

食

べ

た

。

　

食

事

を

注

文

す

る

と

き

決

ま

っ

て

「

ラ

イ

ス

大

盛

」

と

言

っ

て

い

た

の

は

、

何

歳

ぐ

ら

い

ま

で

だ

ろ

う

か

。

何

の

心

配

も

な

く

大

盛

を

頼

め

た

の

は

、

お

米

の

値

段

が

高

く

な

か

っ

た

か

ら

だ

。

今

思

え

ば

本

当

に

あ

り

が

た

い

こ

と

だ

っ

た

。

　

農

家

出

の

母

親

が

い

つ

も

「

お

百

姓

さ

ん

に

感

謝

し

て

ご

飯

を

食

べ

な

い

と

い

け

な

い

」

と

言

っ

て

い

た

と

お

り

だ

。

　

集

団

就

職

の

世

代

な

ど

農

村

か

ら

都

会

へ

出

て

き

た

人

た

ち

は

肌

感

覚

で

農

業

の

大

変

さ

を

知

っ

て

い

た

。

そ

の

子

ど

も

の

世

代

以

下

に

な

る

と

も

う

分

か

ら

な

い

。

だ

か

ら

農

家

批

判

は

ス

ト

レ

ー

ト

だ

。

　

お

米

の

値

段

が

１

年

前

の

倍

に

な

っ

て

消

費

者

が

怒

っ

た

の

は

当

然

で

は

あ

る

。

備

蓄

米

の

放

出

で

価

格

が

下

が

る

の

を

面

白

く

な

い

と

思

う

生

産

者

の

心

理

も

、

ま

た

そ

れ

は

そ

う

だ

ろ

う

。

あ

ち

ら

立

て

れ

ば

こ

ち

ら

立

た

ず

。

ど

う

折

り

合

い

を

つ

け

て

い

く

の

か

容

易

な

こ

と

で

は

な

い

。

　

悩

ま

し

い

と

思

い

つ

つ

、

宮

崎

の

早

場

米

の

コ

シ

ヒ

カ

リ

は

い

つ

食

卓

に

出

て

く

る

の

か

と

期

待

し

て

い

た

ら

、

も

う

わ

が

家

に

は

な

い

と

い

う

。

妻

が

食

べ

盛

り

の

子

ど

も

を

抱

え

る

息

子

に

渡

し

た

そ

う

だ

。

や

は

り

早

場

米

の

足

は

早

い

。

（

次

回

は

�

月

５

日

号

に

掲

載

）

経営／連載

ト

ッ

プ

・

エ

グ

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

朝

食

会

日

本

生

産

性

本

部

が

開

催

　

「

ト

ッ

プ

・

エ

グ

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

朝

食

会

」

は

、

企

業

の

ト

ッ

プ

・

エ

グ

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

を

対

象

に

、

経

営

の

意

思

決

定

に

役

立

つ

テ

ー

マ

を

取

り

上

げ

、

各

分

野

を

代

表

す

る

講

師

を

招

聘

し

、

メ

ン

バ

ー

シ

ッ

プ

制

に

よ

り

月

１

回

開

催

す

る

朝

食

会

形

式

の

勉

強

会

。

■

第

�

期

日

程

（

１

期

６

回

毎

月

１

回

開

催

）

　

�

月

�

日

、

�

月

�

日

、

�

月

３

日

、

１

月

�

日

、

２

月

�

日

、

３

月

�

日

■

開

催

時

間

　

８

：

�

～

９

：

�

■

会

場

　

帝

国

ホ

テ

ル

東

京

　

★

問

い

合

わ

せ

先

：

ト

ッ

プ

・

エ

グ

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

朝

食

会

事

務

局

　

電

話

�

（

５

５

１

１

）

２

０

２

８

生 産 性 新 聞（７） ２０２５年（令和７年）９月５日（金曜日）
【第三種郵便物認可】
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今後�年間にわたるＳｕｉｃａの進化に

ついて説明するＪＲ東日本Ｓｕｉｃａ戦

略マネージャーの平井辰徳氏

Ｓｕｉｃａの進化計画

２０２６年秋

以降

上限２万円を超えるコード決済機

能、電子マネーの送金機能導入

２０２７年春

頃

在来線でウォークスルー改札実証

２０２８年度

「Ｓｕｉｃａアプリ（仮称）」導入、サブス

ク型割引プランの鉄道利用開始

２０２８年以

降

「ご当地Ｓｕｉｃａ（仮称）」導入

今後�年

以内

ウォークスルー改札整備、チャー

ジ不要の後払い機能追加

■

人

の

流

れ

を

止

め

な

い

　

「

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

の

進

化

、

生

活

ぜ

ん

ぶ

こ

れ

ひ

と

つ

」

。

Ｊ

Ｒ

東

日

本

の

ポ

ス

タ

ー

の

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

が

目

を

引

く

。

今

か

ら

�

数

年

前

、

磁

気

切

符

が

主

流

だ

っ

た

時

代

、

駅

の

券

売

機

前

に

は

行

列

。

ラ

ッ

シ

ュ

時

の

改

札

に

は

限

界

が

あ

っ

た

。

　

そ

ん

な

時

代

、

非

接

触

技

術

を

活

用

し

て

交

通

の

利

便

性

を

高

め

よ

う

と

す

る

計

画

が

ス

タ

ー

ト

。

Ｊ

Ｒ

東

日

本

は

、

人

の

流

れ

を

止

め

な

い

、

一

秒

一

人

通

過

で

き

る

と

い

う

性

能

を

求

め

て

ソ

ニ

ー

が

開

発

に

携

わ

っ

た

非

接

触

型

Ｉ

Ｃ

カ

ー

ド

技

術

方

式

「

Ｆ

ｅ

ｌ

ｉ

Ｃ

ａ

」

を

採

用

。

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

の

導

入

で

、

駅

の

風

景

は

一

変

。

鉄

道

利

用

の

あ

り

方

を

大

き

く

変

え

た

。

　

そ

の

広

が

り

は

、

相

互

利

用

に

よ

っ

て

加

速

し

た

。

首

都

圏

で

の

「

Ｐ

Ａ

Ｓ

Ｍ

Ｏ

」

と

の

提

携

に

始

ま

り

、

Ｊ

Ｒ

西

日

本

の

「

Ｉ

Ｃ

Ｏ

Ｃ

Ａ

」

、

Ｊ

Ｒ

東

海

の

「

Ｔ

Ｏ

Ｉ

Ｃ

Ａ

」

、

Ｊ

Ｒ

九

州

の

「

Ｓ

Ｕ

Ｇ

Ｏ

Ｃ

Ａ

」

、

Ｊ

Ｒ

北

海

道

の

「

Ｋ

ｉ

ｔ

ａ

ｃ

ａ

」

な

ど

全

国

の

交

通

系

Ｉ

Ｃ

カ

ー

ド

と

接

続

。

こ

れ

に

よ

り

、

一

気

に

利

便

性

が

向

上

し

た

。

　

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

は

、

電

子

マ

ネ

ー

機

能

の

搭

載

で

、

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

が

可

能

に

な

り

、

都

市

で

も

地

方

で

も

当

た

り

前

に

使

え

る

。

そ

れ

は

、

お

互

い

の

交

通

事

業

者

が

加

盟

店

を

開

拓

し

、

共

通

で

使

え

る

環

境

を

築

い

て

き

た

か

ら

だ

。

今

年

３

月

、

訪

日

外

国

人

向

け

の

「

Ｗ

ｅ

ｌ

ｃ

ｏ

ｍ

ｅ

　

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

　

Ｍ

ｏ

ｂ

ｉ

ｌ

ｅ

」

も

発

行

。

入

国

前

に

ア

プ

リ

で

事

前

に

チ

ャ

ー

ジ

で

き

、

入

国

直

後

か

ら

利

用

で

き

る

。

■

バ

リ

ュ

ー

や

電

子

マ

ネ

ー

の

個

人

間

送

付

　

２

０

２

４

年

�

月

、

Ｊ

Ｒ

東

日

本

は

今

後

�

年

以

内

の

実

現

を

目

指

す

新

サ

ー

ビ

ス

の

計

画

「

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

　

Ｒ

ｅ

ｎ

ａ

ｉ

ｓ

ｓ

ａ

ｎ

ｃ

ｅ

」

を

公

表

。

Ｊ

Ｒ

東

日

本

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

本

部

（

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

戦

略

）

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

の

平

井

辰

徳

氏

は

、

「

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

の

当

た

り

前

を

超

え

ま

す

」

と

語

っ

た

。

　

そ

し

て

、

「

モ

バ

イ

ル

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

で

は

、

上

限

額

（

２

万

円

）

を

超

え

る

お

買

い

物

に

も

ご

利

用

い

た

だ

け

る

コ

ー

ド

決

済

機

能

の

ほ

か

、

家

族

や

仲

間

同

士

で

バ

リ

ュ

ー

や

電

子

マ

ネ

ー

を

送

り

、

受

け

取

る

機

能

も

追

加

し

ま

す

」

。

ク

レ

ジ

ッ

ト

カ

ー

ド

や

銀

行

口

座

を

ひ

も

付

け

る

こ

と

で

事

前

に

チ

ャ

ー

ジ

す

る

手

間

を

省

き

、

後

払

い

を

可

能

に

す

る

ほ

か

、

タ

ッ

チ

す

ら

不

要

な

「

ウ

ォ

ー

ク

ス

ル

ー

改

札

」

の

開

発

も

進

め

て

い

く

。

さ

ら

に

、

Ａ

地

点

と

Ｂ

地

点

を

結

ぶ

、

い

ま

の

定

期

券

の

当

た

り

前

を

超

え

て

い

く

。

例

え

ば

、

毎

月

の

月

額

料

金

を

支

払

う

こ

と

に

よ

り

自

宅

の

あ

る

大

宮

駅

を

起

点

と

し

て

、

ど

の

駅

に

行

っ

て

も

、

運

賃

が

割

引

と

な

る

サ

ブ

ス

ク

商

品

の

利

用

が

可

能

と

な

る

。

■

各

地

域

に

根

差

し

た

新

し

い

サ

ー

ビ

ス

　

「

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

は

、

移

動

と

決

済

の

２

軸

で

進

化

し

て

き

ま

し

た

が

、

地

域

と

の

接

点

を

本

格

化

さ

せ

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

」

と

平

井

氏

。

　

２

０

２

８

年

度

以

降

、

通

常

の

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

サ

ー

ビ

ス

に

加

え

、

Ｍ

ａ

ａ

Ｓ

機

能

や

地

域

自

治

体

、

地

域

社

会

の

コ

ン

テ

ン

ツ

等

の

地

域

独

自

サ

ー

ビ

ス

が

利

用

で

き

る

「

ご

当

地

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

（

仮

称

）

」

を

導

入

す

る

計

画

だ

。

　

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー

ド

と

連

携

す

る

こ

と

で

、

特

定

の

地

域

住

民

向

け

の

ご

当

地

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

と

な

り

、

当

該

地

域

の

行

政

申

請

に

対

応

す

る

ほ

か

、

Ｍ

ａ

ａ

Ｓ

機

能

を

活

用

し

た

デ

マ

ン

ド

バ

ス

予

約

や

高

齢

者

割

引

、

さ

ら

に

は

給

付

金

を

地

域

バ

リ

ュ

ー

で

受

け

取

る

こ

と

も

可

能

と

な

る

。

ご

当

地

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

を

通

し

て

自

治

体

と

連

携

し

た

地

域

密

着

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

。

平

井

氏

は

、

「

各

地

域

に

根

差

し

、

生

活

シ

ー

ン

を

Ｄ

Ｘ

し

、

地

域

が

抱

え

る

課

題

を

解

決

す

る

お

役

に

立

ち

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

」

と

説

明

。

地

域

創

生

に

も

貢

献

し

て

い

く

。

■

リ

ア

ル

タ

イ

ム

で

暮

ら

し

を

支

え

る

　

新

サ

ー

ビ

ス

計

画

を

支

え

る

の

は

、

Ｊ

Ｒ

東

日

本

が

進

め

る

「

セ

ン

タ

ー

サ

ー

バ

ー

化

」

だ

。

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

の

処

理

デ

ー

タ

を

セ

ン

タ

ー

サ

ー

バ

ー

で

管

理

す

る

新

た

な

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

を

つ

く

る

。

こ

れ

に

よ

り

、

効

率

的

、

リ

ー

ズ

ナ

ブ

ル

に

様

々

な

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

で

き

る

よ

う

に

な

る

。

子

ど

も

が

学

校

帰

り

に

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

を

使

え

ば

、

保

護

者

へ

の

通

知

が

届

く

。

帰

宅

時

に

エ

ア

コ

ン

や

照

明

を

自

動

オ

ン

に

す

る

「

ス

マ

ー

ト

ホ

ー

ム

」

と

の

連

携

も

視

野

に

あ

る

。

　

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

は

、

リ

ア

ル

タ

イ

ム

で

暮

ら

し

を

支

え

る

情

報

基

盤

「

生

活

デ

バ

イ

ス

」

へ

と

進

化

す

る

。

未

来

を

見

据

え

た

挑

戦

。

そ

の

根

底

に

は

、

「

新

し

い

当

た

り

前

を

創

り

、

心

豊

か

な

生

活

を

つ

く

る

」

と

い

う

理

念

が

あ

る

。

「全労生」設立のきっかけとなった第１

回全国労働組合生産性中央討論集会（１９

５８年�月�～�日）。

■

労

組

幹

部

に

よ

る

海

外

視

察

団

　

日

本

生

産

性

本

部

は

創

設

初

年

度

の

１

９

５

５

年

５

月

に

海

外

視

察

団

の

第

１

陣

を

ア

メ

リ

カ

に

派

遣

。

団

員

の

ほ

と

ん

ど

は

経

営

側

だ

っ

た

が

、

労

組

幹

部

も

一

人

だ

け

含

ま

れ

て

い

た

（

川

崎

製

鉄

労

組

連

合

会

中

央

執

行

委

員

長

の

北

村

勝

雄

）

。

　

�

年

に

は

「

労

働

団

体

生

産

性

視

察

団

」

の

第

１

次

が

６

月

に

、

第

２

次

が

８

月

に

渡

米

、

い

ず

れ

も

６

週

間

に

わ

た

っ

て

視

察

。

当

初

は

総

同

盟

と

全

労

系

の

み

で

構

成

さ

れ

て

い

た

が

、

そ

の

後

、

回

を

重

ね

る

ご

と

に

総

評

系

、

中

立

系

組

合

に

も

広

が

る

よ

う

に

な

り

、

視

察

内

容

も

「

調

査

」

「

教

育

」

「

労

使

協

議

」

な

ど

専

門

的

な

傾

向

を

帯

び

る

よ

う

に

な

っ

た

。

視

察

参

加

者

は

帰

国

後

、

生

産

性

運

動

の

第

一

線

に

立

つ

役

割

を

担

う

こ

と

に

な

っ

た

（

『

全

労

生

�

周

年

記

念

誌

』

、

２

０

０

０

年

７

月

）

。

■

「

実

践

」

に

意

義

　

生

産

性

運

動

が

進

め

ら

れ

る

過

程

で

、

労

組

自

身

が

主

催

者

と

な

っ

て

、

運

動

を

組

合

に

広

げ

、

そ

の

組

織

化

を

図

る

動

き

が

起

き

た

。

�

年

�

月

に

は

、

総

同

盟

や

海

員

組

合

、

電

労

連

、

自

動

車

労

連

な

ど

約

２

３

０

組

合

参

加

の

も

と

各

地

で

開

か

れ

た

地

方

集

会

の

集

大

成

と

し

て

「

全

国

労

働

組

合

生

産

性

中

央

討

論

集

会

」

を

開

催

し

、

時

の

問

題

に

つ

い

て

議

論

。

こ

れ

を

基

盤

と

し

て

、

�

年

４

月

、

「

全

国

労

働

組

合

生

産

性

企

画

実

践

委

員

会

」

が

設

立

さ

れ

た

。

委

員

長

に

は

総

同

盟

あ

つ

し

副

会

長

の

古

賀

専

、

副

委

員

長

に

は

電

労

連

事

務

局

長

の

佐

藤

仲

を

選

出

。

企

画

だ

け

で

な

く

、

労

組

自

身

が

「

実

践

」

す

る

と

こ

ろ

に

意

義

が

あ

る

と

い

う

こ

と

で

名

づ

け

ら

れ

た

。

　

同

委

員

会

は

総

評

系

や

中

立

系

労

組

か

ら

の

参

加

が

増

す

中

、

生

産

性

運

動

の

調

査

研

究

活

動

や

討

論

集

会

・

研

究

会

を

通

じ

た

協

働

活

動

を

展

開

。

�

年

に

同

委

員

会

は

発

展

的

に

「

全

国

労

働

組

合

生

産

性

会

議

：

略

称

＝

全

労

生

」

と

改

称

、

現

在

の

活

動

に

つ

な

が

っ

て

い

る

。

　

「

企

画

実

践

委

員

会

が

総

評

、

全

労

、

同

盟

等

の

枠

を

越

え

た

構

成

と

な

り

、

か

つ

常

に

時

代

を

先

取

り

し

た

視

点

を

持

っ

て

活

動

展

開

を

図

っ

て

き

た

こ

と

か

ら

、

後

年

の

労

働

戦

線

統

一

の

流

れ

を

つ

く

っ

た

こ

と

は

紛

れ

も

な

い

事

実

で

あ

る

。

」

（

前

出

『

�

周

年

記

念

誌

』

）

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）
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